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﹇
特
集
﹈

ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ア
ジ
ア
の
高
原
リ
ゾ
ー
ト
と
観
光
研
究
の
可
能
性

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
ア
フ
リ
カ
に
か
け
て
、西
洋
の
旧
植
民
地
の
山

地
部
に
分
布
す
る
避
暑
空
間
、ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
。
そ
こ
は
非

西
洋
圏
に
お
け
る
閉
ざ
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
景
観
が
形
成
さ
れ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
生
活
文
化
が
再
生
産
さ
れ
る
余
暇
空
間
で
あ
っ
た
。

そ
の
成
り
立
ち
と
展
開
を
探
る
こ
と
は
、観
光
研
究
に
ど
の
よ
う

な
可
能
性
を
切
り
拓
く
の
か
。
観
光
学
部
に
構
成
さ
れ
た
ヒ
ル
・

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

世界第三の高峰カンチェンジュンガを背景にしたダージリンの町



� �特集　ヒル・ステーション　研究対象としてのヒル・ステーション

妊娠した雌トナカイの一
部は、所有者の自宅近く
の柵内でトナカイ苔、干
し草、人工飼料を与えら
れ、5月の出産期まで大
切に飼育される。トナカ
イが出産する5月はサー
ミ語で「ミエッスィ・マ
ンヌ」すなわち「子トナ
カイの月」と呼ばれる

東南アジアからアフリカにかけて、

西洋の旧植民地の山間部にひろく分布した

避暑空間をヒル・ステーションという。

その誕生当時の役割から今日的な意味まで、

研究対象としての可能性を明らかにする。

研究対象としての
ヒル・ステーション

文・写真 稲垣勉（観光学部）
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ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か

欧
米
に
お
け
る
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
多

く
は
、
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
定
義
す
る
こ
と
無

し
に
議
論
を
始
め
る
。
こ
う
し
た
立
論
が
ヒ
ル
・
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
主
流
を
な
す
ア
ン
グ
ロ
サ
ク

ソ
ン
諸
国
の
学
問
的
伝
統
を
反
映
し
て
い
る
こ
と

は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
こ
れ
ら
の

国
の
人
々
が
、
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉

か
ら
、
情
緒
的
な
反
応
を
含
め
、
具
体
的
で
リ
ア
ル

な
空
間
イ
メ
ー
ジ
を
想
起
で
き
る
こ
と
も
、
定
義
を

必
要
と
し
な
い
理
由
の
ひ
と
つ
と
み
な
し
て
良
い
。

人
々
は
シ
ム
ラ
（Shim

la

）、ダ
ー
ジ
リ
ン
（D

arjeeling

）、

メ
イ
ミ
ョ
ー
（M

aym
yo

）
な
ど
の
地
名
か
ら
、
そ
れ

ら
の
場
所
の
風
光
は
も
ち
ろ
ん
、
よ
り
一
般
化
さ

れ
た
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
固
有
の
景
観
的
特
徴
や
、

そ
こ
で
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
生
き
生
き
と
心
に

描
く
こ
と
が
出
来
る
。

軽
井
沢
や
雲
仙
を
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
み
な

す
考
え
方
 1）

も
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
独
立
国

で
あ
り
続
け
た
わ
が
国
の
避
暑
地
を
ヒ
ル
・
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
断
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
議
論
を
始

め
る
に
あ
た
っ
て
、
当
面
こ
こ
で
は
ヒ
ル
・
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
「
宗
主
国
が
植
民
地
の
山
地
部
に
、
標
高

に
と
も
な
う
気
候
条
件
の
利
用
を
目
的
と
し
て
建

ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
東
南
ア
ジ
ア

か
ら
ア
フ
リ
カ
ま
で
、
旧
植
民
地
の
山

地
部
に
ひ
ろ
く
分
布
し
た
避
暑
空
間
で

あ
り
、
非
西
欧
圏
に
お
け
る
閉
ざ
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
的
景
観
を
形
成
し
て
い
る
。こ
れ
ら
ヒ
ル
・
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
対
象
と
す
る
学
問
的
研
究
の
歴
史
は
比
較

的
新
し
く
、
ま
た
研
究
の
中
心
も
か
つ
て
ヒ
ル
・
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
所
有
し
た
宗
主
国
に
集
中
し
て
い
る
。

わ
が
国
で
は
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
自
体
、
イ
ン
ド

史
研
究
者
な
ど
一
部
の
例
外
を
除
き
、
大
多
数
の
社

会
科
学
、
人
文
科
学
研
究
者
に
と
っ
て
縁
遠
い
存
在

に
過
ぎ
な
い
。

こ
う
し
た
現
状
に
も
関
わ
ら
ず
、
立
教
大
学
観
光

学
部
に
は
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
興
味
を
持
つ
研

究
者
が
数
多
く
在
籍
し
て
お
り
、ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
研
究
グ
ル
ー
プ
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
研
究
グ

ル
ー
プ
に
属
す
る
研
究
者
の
学
問
的
背
景
は
様
々
で

あ
り
、
同
時
に
分
析
の
対
象
と
な
る
ヒ
ル
・
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
諸
側
面
も
空
間
構
成
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア

リ
テ
ィ
か
ら
農
業
生
産
に
至
る
ま
で
き
わ
め
て
多
様

で
あ
る
。
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
な
ぜ
観
光
研
究

者
の
興
味
を
ひ
き
つ
け
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
研
究
上

の
展
開
を
観
光
研
究
に
も
た
ら
す
の
で
あ
ろ
う
。
本

稿
で
は
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
対
象
と
し
て

の
可
能
性
を
、
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

�

設
し
た
都
市
空
間
」
と
定
義
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

こ
の
定
義
で
最
初
に
確
認
す
べ
き
は
、
ヒ
ル
・
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
植
民
地
主
義
、
植
民
政
策
の
所
産
で

あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
り
、
同
時
に
標
高
1
2
0
0

〜
2
0
0
0
米
に
立
地
す
る
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
冷
涼
で
乾
燥
し
た
気
候
条
件
が
大
き
な
意
味
を

持
っ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
全
て
の

ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
た
だ
一
軒
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
、

コ
テ
ー
ジ
か
ら
出
発
す
る
と
は
い
え
、
最
終
的
に
は

都
市
を
志
向
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
ヒ

ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
母
都
市
と
の
関
係
で
語
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
。
デ
リ
ー
と
シ
ム
ラ
、
カ
ル
カ
ッ
タ

（
コ
ル
カ
タ
）
と
ダ
ー
ジ
リ
ン
、
サ
イ
ゴ
ン
（
ホ
ー
チ

ミ
ン
市
）
と
ダ
ラ
ッ
ト
な
ど
、
植
民
都
市
の
陰
画
と

し
て
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
存
在
す
る
。
こ
れ
ら

の
植
民
都
市
を
補
完
す
る
た
め
に
、
ヒ
ル
・
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
母
都
市
に
対
応
す
る
都
市
的
な
機
能
を

取
り
込
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
役
割

ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
淵
源
は
軍
事
目
的
、
地

政
学
的
重
要
性
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
ヒ
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
歴
史
を
語
る
上
で
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー

キ
ン
グ
な
出
来
事
と
し
て
知
ら
れ
る
一
八
一
九
年

の
シ
ム
ラ
の
「
発
見
」 2）
も
、
イ
ン
ド
と
チ
ベ
ッ
ト
・

特集　ヒル・ステーション　研究対象としてのヒル・ステーション

1 ヒル・ステーションの中心、教会前
広場の雪景色（シムラ）　2 変身して
記念写真におさまるインド人カップル

（シムラ）　3 英国風の町並みを残す
モール（シムラ）　4·5 発達したヒル・
ステーションの中には超狭軌の山岳鉄
道でアクセスするところも多い。世界
遺産に登録されたダージリン・ヒマラ
ヤン・レールウェイ、通称トイトレイン

（ダージリン）　6 教育はヒル・ステー
ションの特徴のひとつ。教会付属校に
通う女学生（ダージリン）
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� 特集　ヒル・ステーション　研究対象としてのヒル・ステーション �

中
国
を
結
ぶ
戦
略
ル
ー
ト
調
査
の
途
上
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
ま
た
ダ
ー
ジ
リ
ン
も
同
様
で
あ
る
。
二
〇

世
紀
初
頭
、
清
と
の
抗
争
の
な
か
英
国
に
援
助
を
求

め
た
ダ
ラ
イ
ラ
マ
一
三
世
は
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
や
近
隣

の
同
じ
く
ヒ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
カ
リ
ン
ポ

ン
（K

alim
pong

）
に
一
時
居
を
構
え
て
ラ
サ
帰
還
の

機
会
を
う
か
が
っ
て
い
た
。
ま
た
近
年
で
は
チ
ベ
ッ

ト
を
脱
出
し
た
ダ
ラ
イ
ラ
マ
一
四
世
が
亡
命
政
府

を
樹
立
し
ダ
ラ
ム
シ
ャ
ー
ラ（D

haram
sala

）も
、ヒ
ル
・

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
こ

れ
ら
の
ヒ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
越
え

て
チ
ベ
ッ
ト
・
中
国
と
対
峙
す
る
戦
略
拠
点
に
位
置

し
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
軍
事
的
な
役
割
は
、
戦

略
拠
点
、
交
易
ル
ー
ト
を
お
さ
え
る
こ
と
に
と
ど
ま

る
も
の
で
は
な
い
。
最
初
の
英
国
イ
ン
ド
駐
留
軍

は
、
わ
ず
か
の
間
に
過
半
の
人
員
を
病
気
の
た
め
に

失
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
宗
主
国
、
植
民
者
に

と
っ
て
暑
さ
と
の
戦
い
は
熾
烈
を
極
め
た
。
ヒ
ル
・

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
そ
の
冷
涼
な
気
候
を
利
用
し
て
、

安
全
か
つ
減
耗
な
し
に
部
隊
を
駐
屯
さ
せ
る
格
好

の
条
件
を
提
供
し
た
。
ま
た
こ
の
気
候
は
、
療
養
に

も
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
暑
さ
に
よ
る
疾
病
を
治
療

す
る
病
院
、
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
、
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
欠
か
せ
な
い
要
素
で
あ
る
。
同
時
に
冷
涼
な
気

候
を
求
め
る
植
民
者
達
は
、
自
ら
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
を

建
て
て
、
沿
岸
植
民
都
市
の
酷
暑
と
多
湿
か
ら
の
一

時
的
脱
出
を
は
か
る
保
養
地
、
避
暑
地
を
形
成
し
て

い
っ
た
。

さ
ら
に
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
植
民
者
の
子

弟
を
、
擬
似
的
に
西
欧
化
さ
れ
た
環
境
の
下
で
教
育

す
る
学
校
が
つ
く
ら
れ
、
学
校
教
育
は
現
在
ま
で
続

く
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
伝
統
の
ひ
と
つ
に
な
っ

て
い
く
。
一
方
冷
涼
な
気
候
は
熱
帯
地
方
で
は
栽
培

不
能
の
温
帯
の
蔬
菜
、
花
卉
栽
培
を
可
能
に
し
、
茶

を
は
じ
め
と
す
る
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
営
ま
れ
、

ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
独
特
の
景
観
が
形
成
さ
れ

る
。
ダ
ー
ジ
リ
ン
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ

（N
uw

ara Elliya

）、
マ
レ
ー
シ
ア
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
・
ハ

イ
ラ
ン
ド
（C

am
eron H

ighland

）
な
ど
は
現
在
で
も

茶
の
生
産
中
心
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
一
部
の

ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
酷
暑
の
夏
に
植
民
都
市

か
ら
行
政
機
能
が
移
転
し
、「
夏
の
首
都
」
と
し
て

機
能
し
た
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
る
。
夏
季
、
イ
ン
ド
副

王
が
滞
在
し
デ
リ
ー
の
行
政
機
能
が
移
転
し
た
シ

ム
ラ
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。
ま
た
完
成
は
し
な
か
っ

た
も
の
の
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ダ
ラ
ッ
ト
も
一
時
「
夏
の

首
都
」
と
し
て
機
能
し
た
。
 3）

ミ
ッ
チ
ェ
ル
は
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
形
成
過

程
を
発
展
段
階
的
に
捉
え
 4）
、
段
階
的
に
機
能
が

取
り
入
れ
ら
れ
て
性
格
が
変
化
し
て
い
く
と
論
じ

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
す
べ
て
の
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
同
じ
成
長
経
路
を
た
ど
り
、「
夏
の
首
都
」
に

発
展
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
各
々
の
ヒ
ル
・
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
前
述
の
機
能
を
、
ど
の
よ
う
な
組
み
合
わ

せ
で
分
有
す
る
か
は
、
母
都
市
と
の
関
係
、
こ
と
に

母
都
市
か
ら
の
距
離
、
母
都
市
の
規
模
、
性
格
に
関

わ
っ
て
お
り
様
々
で
あ
る
。
し
か
し
一
旦
風
景
が

「
発
見
」
さ
れ
、
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の

発
展
が
始
ま
れ
ば
、
整
備
さ
れ
る
機
能
の
時
間
的
前

後
関
係
、
組
み
合
わ
せ
に
は
一
定
の
法
則
性
を
見
る

こ
と
が
出
来
る
。

凍
れ
る
リ
ゾ
ー
ト
空
間

さ
て
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
上
の
重
要
性

は
、
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
空
間
、
さ
ら
に

は
そ
こ
で
営
ま
れ
た
生
活
様
式
、
人
々
に
膾
炙
す
る

イ
メ
ー
ジ
を
含
め
た
「
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い

う
現
象
」
が
、
植
民
者
、
植
民
化
さ
れ
た
人
々
、
植

民
地
の
自
然
環
境
と
の
相
関
の
中
で
生
じ
、
一
定
の

連
続
性
を
持
ち
つ
つ
も
、
植
民
地
時
代
と
そ
れ
以
降

で
大
き
く
断
裂
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
一
種
の
消
費
都
市
と

し
て
、
余
暇
空
間
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
生
活
文
化
の
再

生
産
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
観
光
研
究
上
無
視
で

1 ヒル・ステーションの農業は茶栽培ばかりではない。ムナー（インド）のカルダモン・プランテーション。ムナーはタータ（インドの財閥）所有
の広大な茶園で知られる　2 記念撮影に興じるインド人団体観光客（ウータカムンド）　3 現在は観光案内所として使われている英国の面影を色
濃く残す建物（ヌワラエリヤ）　4·5 英国式クラブがホテルに転身したヒルクラブ。現在も高い格式を誇っている（ヌワラエリヤ）

4

5

3

1 2
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き
な
い
重
要
性
と
い
え
よ
う
。

こ
の
研
究
上
の
重
要
性
は
、
観
光
研
究
に
そ
く
し

て
次
の
三
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
ま
ず

第
一
は
リ
ゾ
ー
ト
空
間
の
原
初
的
形
態
を
探
る
手

が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
は
植

民
地
状
況
下
、
余
暇
空
間
と
し
て
文
化
再
生
産
の
場

が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、
何
が
求
め
ら
れ
た
の
か

に
つ
い
て
新
し
い
視
点
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
で

あ
る
。
さ
ら
に
第
三
は
国
民
国
家
成
立
後
、
観
光
あ

る
い
は
余
暇
と
い
う
枠
組
み
を
通
じ
て
植
民
地
の

記
憶
が
ど
の
よ
う
に
新
し
い
国
民
国
家
に
取
り
戻

さ
れ
て
い
く
か
と
い
う
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
視

点
の
提
示
で
あ
る
。

ま
ず
第
一
の
点
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し

よ
う
。
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
た
か
だ
か
二
〇
〇

年
の
歴
史
し
か
持
っ
て
い
な
い
。
第
二
次
世
界
大

戦
と
と
も
に
、
宗
主
国
に
よ
る
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
建
設
が
終
わ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
歴
史
は

わ
ず
か
1
5
0
年
に
も
満
た
な
い
と
考
え
て
も
良
い
。

し
か
も
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
す
べ
て
が
こ
の
歴

史
を
共
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
と
に
東
南

ア
ジ
ア
の
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
開
発
が
始

ま
っ
て
か
ら
間
も
な
く
第
二
次
大
戦
の
混
乱
期
に

入
り
、
終
焉
を
迎
え
た
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。
現

在
山
地
民
観
光
の
基
地
と
し
て
多
く
の
観
光
客
を

集
め
る
、ベ
ト
ナ
ム
北
部
中
国
国
境
に
近
い
サ
パ
（Sa 

Pa

）
も
こ
う
し
た
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。
サ
パ
が
「
発
見
」
さ
れ
て
か
ら
放
棄
さ
れ

る
ま
で
の
歴
史
は
、
わ
ず
か
10
年
に
満
た
な
い
。

厳
密
な
発
展
段
階
と
は
言
い
が
た
い
も
の
の
、
ヒ

ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
多
く
は
一
定
の
経
路
を
た

ど
っ
て
発
展
し
て
い
く
。
第
二
次
大
戦
を
契
機
に
放

棄
さ
れ
た
時
点
で
、
各
々
の
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
は
そ
の
発
展
段
階
に
そ
く
し
た
空
間
構
造
が
固

定
化
さ
れ
、
い
わ
ば
冷
凍
保
存
さ
れ
て
い
る
と
み
な

す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
観
光
研
究
者
に
と
っ
て
、
現

時
点
で
こ
う
し
た
リ
ゾ
ー
ト
の
原
初
的
形
態
を
、
目

の
当
た
り
に
出
来
る
場
所
は
そ
う
多
く
は
な
い
。
こ

の
点
、
リ
ゾ
ー
ト
の
空
間
構
造
の
研
究
に
、
ヒ
ル
・

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
き
わ
め
て
大
き
な
情
報
を
提
供

し
て
く
れ
る
。

見
直
さ
れ
る
コ
ロ
ニ
ア
リ
テ
ィ

次
に
第
二
の
点
に
目
を
転
じ
よ
う
。
植
民
者
と
被

植
民
者
の
関
係
は
明
ら
か
に
権
力
関
係
で
あ
り
、
前

者
に
よ
る
後
者
の
収
奪
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ

る
。
し
か
し
植
民
者
達
は
強
者
で
あ
り
続
け
た
わ
け

で
は
な
い
。
植
民
者
達
は
植
民
地
経
営
の
必
然
か
ら
、

物
資
の
集
散
地
で
あ
り
、
本
国
と
の
窓
口
で
あ
る
沿

岸
植
民
都
市
に
本
拠
を
置
か
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か

し
沿
岸
植
民
都
市
の
多
く
は
河
口
に
位
置
し
、
暑
く

同
時
に
多
湿
で
あ
っ
た
。
沿
岸
植
民
都
市
で
西
欧
的

生
活
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
困
難
で
あ
り
、

時
と
し
て
気
候
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
条
件
は
、
植

民
者
の
西
欧
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

揺
る
が
し
か
ね
な
い
脅
威
と
な
っ
て
い
く
。

ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
植
民
地
と
い
う
他
者
の

中
に
、
自
ら
の
風
景
を
発
見
し
、
そ
れ
を
こ
と
さ
ら

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
に
作
り
上
げ
て
い
く
行
為
に
他
な

ら
な
い
。
英
国
人
は
イ
ン
ド
や
ビ
ル
マ
の
シ
ャ
ン
高

原
、
さ
ら
に
は
マ
レ
ー
半
島
山
地
部
に
湖
水
地
方
の

ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
を
発
見
し
、
そ
れ
を
山
地
の
都
市

空
間
に
変
容
さ
せ
て
い
く
。

ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
冷
涼
な
気
候
を
利
用

し
て
林
檎
や
苺
な
ど
本
国
と
同
じ
果
実
や
蔬
菜
が

生
産
さ
れ
、
薔
薇
な
ど
の
見
慣
れ
た
花
に
囲
ま
れ
た

生
活
を
営
む
こ
と
が
出
来
る
。
同
じ
く
冷
涼
な
気
候

は
本
国
と
同
じ
様
式
の
家
屋
、
服
装
な
ど
を
可
能
に

し
、
植
民
者
達
は
本
国
の
生
活
様
式
を
再
現
し
、
社

交
生
活
が
展
開
さ
れ
る
。
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

一
部
の
自
給
的
な
農
業
生
産
を
除
い
て
、
ほ
ぼ
完
全

な
消
費
都
市
と
み
な
し
て
良
い
。
し
か
し
本
国
の
主

と
し
て
レ
ジ
ャ
ー
生
活
の
再
現
と
い
う
文
化
的
再

生
産
を
通
じ
て
、
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
植
民
者

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
つ
な
ぎ
止
め
る
安
全
装

置
と
し
て
植
民
地
経
営
に
と
っ
て
無
く
て
は
な
ら

ぬ
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
沿
岸
植
民
都
市
の
陰
画

と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
 5）

戦
後
の
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

第
三
は
第
二
次
大
戦
以
降
、
現
在
ま
で
続
く
状
況

で
あ
る
。
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
ま
ぎ
れ
も
な
い

植
民
地
主
義
の
遺
物
で
あ
る
。
戦
後
旧
植
民
地
が
独

立
し
て
誕
生
す
る
新
し
い
国
民
国
家
に
と
っ
て
、
放

棄
し
忘
却
し
て
も
良
い
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し

多
く
の
旧
植
民
地
で
は
、
現
在
で
も
ヒ
ル
・
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
香
り
を
残
す
特
別
な
場

所
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
ダ
ラ
ッ

ト
は
新
婚
旅
行
の
メ
ッ
カ
で
あ
り
、
シ
ム
ラ
や
ウ
ー

タ
カ
ム
ン
ド
（U

takam
und

）
な
ど
イ
ン
ド
の
ヒ
ル
・

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
新
興
の
イ
ン
ド
中
産
階
級
で
あ

ふ
れ
て
い
る
。
暑
い
夏
、ミ
ャ
ン
マ
ー
・
マ
ン
ダ
レ
ー

の
住
民
は
、
バ
ス
を
仕
立
て
て
メ
イ
ミ
ョ
ー
に
遊
び
、

一
日
の
涼
を
楽
し
む
。

こ
の
背
景
に
は
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
、
も
と

も
と
周
縁
の
地
と
し
て
山
地
民
な
ど
に
属
し
、
国
民

国
家
の
主
役
と
な
る
民
族
に
は
属
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
形
成
過
程
で
植

民
地
各
国
か
ら
多
様
な
人
々
が
流
れ
込
み
、
複
雑
な

エ
ス
ニ
ッ
ク
構
造
が
出
現
し
た
こ
と
も
無
視
で
き

な
い
。
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
い
ま
だ
に
、
誰
に

と
っ
て
も
な
に
が
し
か
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
で
マ
ー

ジ
ナ
ル
な
場
所
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

旧
植
民
地
の
人
々
は
植
民
地
主
義
に
反
対
す
る

言
説
と
、
植
民
地
主
義
の
所
産
で
あ
る
ヒ
ル
・
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
擁
護
す
る
言
説
を
巧
妙
に
使
い
分

け
、
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
自
ら
の
側
に
取
り
戻

そ
う
と
試
み
る
。
こ
と
に
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

始
ま
っ
た
学
校
教
育
は
そ
の
後
現
地
の
子
弟
を
受

入
れ
、
そ
こ
で
教
育
を
受
け
た
植
民
地
の
人
々
が
独

立
の
過
程
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
も
、
ヒ

ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
両
面
性
を
さ
ら
に
際
立
た
せ
、

言
説
の
使
い
分
け
を
後
押
し
し
て
い
る
。

ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
余
暇
と
い
う
枠
組
み
で
、

複
雑
な
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
テ
ィ
が
発
現
す
る
典

型
的
な
場
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
と
に
植
民
地
主
義

の
過
去
か
ら
現
在
未
来
へ
と
続
く
時
間
軸
と
、
そ
の

時
々
の
状
況
に
従
っ
た
移
民
や
観
光
・
余
暇
に
と
も

な
う
一
時
的
な
人
の
流
入
に
よ
っ
て
、
社
会
構
造
が

複
雑
に
変
化
し
、
様
々
な
文
化
混
淆
が
生
じ
る
場
で

も
あ
る
。
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
世
界
の
縮
図
と

し
て
、
観
光
研
究
の
み
な
ら
ず
社
会
科
学
一
般
に
対

し
て
も
興
味
深
い
研
究
テ
ー
マ
を
提
供
し
て
い
る
。
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ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
特
徴
と
農
業
生
産

熱
帯
や
亜
熱
帯
に
属
す
る
地
域
に
は
、
い
わ
ゆ
る

「
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
よ
ば
れ
る
山
地
集
落
が

形
成
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
ア
ジ
ア
の
熱
帯
・
亜
熱

帯
に
多
く
の
植
民
地
を
も
っ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
、
オ

ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
人
び
と
は
、
高
温
多
湿
の

気
候
に
順
応
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で

彼
ら
は
、
2
〜
3
年
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
で
、
母
国
で

長
期
休
暇
を
と
る
こ
と
を
常
と
し
た
（Spencer, J and 

�
om

as, W
. 1948; Butcher, J. 1979

）。

マ
レ
ー
シ
ア
半
島
に
進
出
し
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
人

は
、
そ
こ
で
の
滞
在
期
間
の
限
界
を
6
年
と
し
て
い

た
が
、
多
く
は
3
〜
4
年
滞
在
す
る
と
長
期
の
休
暇

を
と
り
、
帰
国
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
は
地

元
の
標
高
の
高
い
、
い
わ
ゆ
る
高
冷
地
（hill

）
へ
の
旅

行
に
よ
っ
て
、
低
地
の
気
候
の
苦
し
さ
か
ら
逃
れ
ら

れ
る
こ
と
を
知
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
に
は
、
新
し
い

避
暑
集
落
が
形
成
さ
れ
た
。

ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
起
源
は
、
19
世
紀
初
頭
の

オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
と
イ
ギ
リ
ス
領
イ
ン
ド
に
求
め

ら
れ
る
。
こ
の
新
し
い
タ
イ
プ
の
集
落
は
、
す
ぐ
に

ア
ジ
ア
の
ほ
か
の
地
域
、
す
な
わ
ち
植
民
地
統
治
下

の
あ
ち
こ
ち
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ア
イ
デ
ア
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

ヒル・ステーションに
みられる農業生産
キャメロン・ハイランド（マレーシア）
文・写真 白坂 蕃 （観光学部）

Boh Tea Estateの茶畑（2006年8月）

13

パ
の
宣
教
師
た
ち
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
。
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

過
ご
す
と
い
う
慣
例
は
、
直
接
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に

統
治
さ
れ
な
か
っ
た
国
や
地
域
に
は
発
展
し
な
か
っ

た
。
そ
の
典
型
は
タ
イ
で
あ
る
（C

rossette,  1998

）。

ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
の
嚆
矢
は
、
イ
ン
ド

や
マ
レ
ー
半
島
の
ペ
ナ
ン
・
ヒ
ル
（
ペ
ナ
ン
島
）
で
は

1
8
2
0
年
代
で
あ
る
が
、
マ
レ
ー
半
島
で
は
一
般
に

は
1
8
8
0
年
代
で
あ
る
。
日
本
の
軽
井
沢
も
カ
ナ

ダ
人
宣
教
師A. C

. Shaw

に
よ
っ
て
1
8
8
6
年
に

拓
か
れ
た
、
ヒ
ル・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
。

ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
い
う
な
れ
ば
基
本
的
に

は
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
と
い
う
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
、
楽
し
み
や
寛
ぎ

の
た
め
に
、
ま
た
家
族
や
友
人
を
伴
う
社
交
の
た
め
に
、

は
た
ま
た
単
な
る
戯
れ
の
た
め
に
し
ば
し
ば
訪
れ
る

特
別
な
場
所
と
し
て
の
特
徴
を
も
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
こ
の
よ
う
な
ヒ
ル
・
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
多
く
の
場
合
、
そ
の
国
の
国
民
が
定
住
し

た
り
、
さ
ら
に
は
冷
涼
な
気
候
を
求
め
て
国
内
か
ら

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
独
特
の
雰
囲

気
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
筆
者
の
イ
ン
ド
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
な
ど
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
経
験
か
ら

マレーシアのキャメロン・ハイランドにみられる

温帯蔬菜栽培の特色を分析し、

熱帯アジアにおけるヒル・ステーションの一側面を報告する。
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み
る
と
、
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
以
下
の
共
通
す

る
特
徴
が
あ
る
。

・
列
強
の
ア
ジ
ア
進
出
に
伴
っ
て
形
成
さ
れ
た
集
落

で
あ
る
。

・
周
辺
の
低
地
に
比
較
し
て
、
相
対
的
に
高
地
に
あ
る
。

・
南
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
人

び
と
の
開
発
し
た
集
落
で
あ
る
。

・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
政
府
の
官
僚
、
軍
人
軍
属
、
商

人
な
ど
が
利
用
し
た
集
落
で
あ
る
。

・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
子
弟
教
育
の
た
め
の
学
校
が
あ
る

（
あ
っ
た
）。

・
初
期
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
は
、
蔬
菜
栽
培
の
プ
ロ
ッ
ト

を
も
っ
て
い
た
（
マ
ラ
ヤ
）。

・
ゴ
ル
フ
場
が
あ
る
。

・
測
候
所
が
あ
る
。　

・
農
業
試
験
場
が
あ
る
。

・
開
発
の
初
期
に
は
、
低
地
の
基
地
と
な
る
街
か
ら

生
鮮
食
糧
や
生
活
物
資
の
供
給
を
う
け
た
。

・
茶
の
栽
培
が
み
ら
れ
る
。

・
花
卉
栽
培
が
あ
る
（
あ
っ
た
）。

・
蔬
菜
栽
培
、と
く
に
イ
チ
ゴ
の
栽
培
が
あ
る（
あ
っ
た
）。

・
酪
農
が
あ
る
（
あ
っ
た
）。

こ
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

機
能
の
な
か
で
、
筆
者
は
、
と
く
に
農
業
生
産
に
興

味
を
い
だ
き
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
て
き
た
。

ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
初
期
に
は
長
期
滞
在
生

活
に
必
要
な
物
資
が
、
山
麓
の
街
か
ら
供
給
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
冷
涼
な
気
候
を
利
用
す
れ
ば
、
低

地
の
熱
帯
で
は
栽
培
で
き
な
い
温
帯
蔬
菜
（
た
と
え
ば

キ
ャ
ベ
ツ
、
ハ
ク
サ
イ
、
ト
マ
ト
な
ど
）
が
栽
培
で
き
る
こ

と
に
気
づ
く
ま
で
に
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。

　
キ
ャ
メ
ロ
ン
・
ハ
イ
ラ
ン
ド
の 

　

発
見
と
集
落
の
形
成

　
こ
ん
に
ち
、
こ
の
高
原
に
お
け
る
集
落
の
標
高

は
、
約
1
0
0
0
m
の
バ
ー
タ
ム
・
バ
レ
イ
（B ertam

 

Valley

）
が
も
っ
と
も
低
く
、
集
落
の
標
高
が
も
っ
と

も
高
い
の
は
キ
ア
・
フ
ァ
ー
ム
（K

ea Farm

）
の
約

1
6
0
0
m
で
あ
る
。

こ
の
地
域
は
、
花
崗
岩
が
風
化
し
た
黄
淡
色
の
粘

土
状
の
土
壌
が
広
く
分
布
し
、
表
層
に
は
極
く
う
す

く
腐
食
土
層
が
被
っ
て
い
る
。
土
壌
は
決
し
て
蔬
菜

栽
培
に
適
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
の
冷
涼
な

気
候
を
利
用
し
て
、
こ
ん
に
ち
で
は
マ
レ
ー
シ
ア
半
島

で
も
っ
と
も
重
要
な
蔬
菜
生
産
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
高
原
は
、
1
8
8
5
年
イ
ギ
リ
ス

の
測
量
技
師
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
ウ
イ
リ
ア
ム
・
キ
ャ

メ
ロ
ン
（W

illiam
 C

am
eron

）
に
よ
っ
て
見
い
だ
さ
れ
た
。

そ
れ
以
降
、こ
の
地
域
は
「
キ
ャ
メ
ロ
ン・
ハ
イ
ラ
ン
ド
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
以
前
こ

の
地
域
が
無
人
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
焼
畑
耕

作
を
営
み
、
狩
猟
民
で
も
あ
り
、
セ
ノ
イ
語
を
話
す

オ
ラ
ン
・
ア
ス
リ
（O

rang Asli

）
に
の
み
知
ら
れ
た
地

域
で
あ
っ
た
。

ペ
ナ
ン
島
を
除
く
と
、
マ
レ
ー
半
島
に
お
け
る
ヒ

7

1

2

3

6 5 4

キャメロン・ハイランドの集落の立地と標高

2000

1500

1000

●　第二次世界大戦以前に成立した集落
○　第二次世界大戦後に成立した集落
★　温帯蔬菜栽培の最高地点（1985年9月）

標高（m）
Mt.Brinchang（2020m）

1770m

Bertam Valley

Boh Tea Estate Kuala Terla
Kg. Raja

Blue Valley
Tea Estate

49 Miles

Tringkap

Kea Farm

Brinchang

Tanah Rata

Ringlet

1 先住民のオラン・アスリの集落。かつては焼畑を営み、ジャングルで移動生活をしていたオラン・アスリの人びとは、第二次世界大戦以降、政府
の援助で住宅をつくり定住するようになった（2001年7月）　2 1937年開園のBoh Tea Estate（茶園）の景観。この茶園（約700ha）は現在でも
イギリス資本により経営され、3つの製茶工場をもつ（1985年9月）　3 ケーダー州サルタン（王）のバンガローRumah Kedah。1935年には、こ
うしたバンガローは50以上存在した（2006年8月）　4 ブリンチャンの集落。ここには仏教寺院に加えて、最近ではヒンドウー寺院もできた（2001
年2月）　5 キャメロン・ハイランドのゴルフ場。ヒル・ステーションはレジャーの場所でもあり、ゴルフ場は必須のアイテムである。周辺の丘には、
個人のバンガローが散在する（1985年9月）　6 キャメロン・ハイランドを象徴する景観。Kea FarmにあるEquatorial Hill Resort は1999年に
オープンした。チューダー様式のこのホテルの部屋からは蔬菜栽培地が一望できる。写真左下のビニールは、雨除け栽培の耕地である（2001年
2月）　7 Boh Tea Estateにおける茶摘み風景。1985年以降は、日本製の茶摘み機が利用されるようになった（1999年3月）
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ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
嚆
矢
は
、
半
島
の
北
部
の
マ
ッ

ク
ス
ウ
ェ
ル
・
ヒ
ル
（M

axw
ell H

ill

）
で
、
こ
こ
に
は

1
8
8
4
年
に
最
初
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
が
建
設
さ
れ
た
。

当
時
の
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
・
ヒ
ル
は
、
イ
ン
ド
の
シ
ム

ラ
（Sim

la

）、
ウ
ー
タ
カ
ム
ン
ド
（U

takam
und

）、
コ
ダ

イ
カ
ナ
ル
（K

odaikanal

）
な
ど
と
な
ら
ん
で
ア
ジ
ア
で

は
も
っ
と
も
よ
く
知
ら
れ
た
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
っ
た
。

1
8
9
0
年
代
に
入
り
、
マ
ラ
ヤ
で
は
、
と
く
に

イ
ギ
リ
ス
人
の
居
住
者
が
増
加
し
、
ヒ
ル
・
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
開
発
の
要
求
が
増
大
し
た
。
マ
レ
ー
半
島
で

す
で
に
開
発
さ
れ
た
い
た
い
く
つ
か
の
ヒ
ル
・
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
山
頂
や
山
脈
の
稜
線
近
く
に
開
発
さ
れ

た
も
の
で
、
地
形
的
制
約
か
ら
拡
大
は
不
可
能
で
あ
っ

た
。
ま
た
マ
レ
ー
社
会
に
住
む
イ
ギ
リ
ス
人
は
、
バ

ン
ガ
ロ
ー
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
農
業
の

で
き
る
土
地
の
あ
る
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発

を
望
ん
だ
。
こ
の
結
果
、
1
9
2
5
年
にC

am
eron 

H
ighlands D

evelopm
ent C

om
m

ittee

が
設
立
さ

れ
、
同
時
に
標
高
1
4
5
0
m
の
タ
ナ
・
ラ
タ
（Tanah 

R
ata

）
に
1
4
0
エ
ー
カ
ー
の
農
業
試
験
場
（Federal 

Agricultural Experim
ental Station

）
が
開
か
れ
た
。

1
9
3
1
年
ま
で
に
は
、
山
麓
の
タ
パ
（Tapah

）
か

ら
タ
ナ
・
ラ
タ
ま
で
の
道
路
も
で
き
、
さ
ら
に
は
茶
の

栽
培
も
開
始
さ
れ
、
ホ
テ
ル
も
営
業
を
始
め
、
個
人

の
バ
ン
ガ
ロ
ー
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
た

め
に
、
居
住
者
に
蔬
菜
を
供
給
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

ア
ジ
ア
の
熱
帯・亜
熱
帯
的
環
境
の
下
で
は
、
ヒ
ル・

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
発
達
に
伴
い
、
そ
の
冷
涼
な
気
候
を

利
用
し
た
温
帯
蔬
菜
の
栽
培
が
、
徐
々
に
盛
ん
に
な
っ

た
。
キ
ャ
メ
ロ
ン
・
ハ
イ
ラ
ン
ド
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
人

の
利
用
す
る
別
荘
（
バ
ン
ガ
ロ
ー
と
よ
ば
れ
た
）
の
使
用

人
の
多
く
は
華
僑
で
あ
り
、
彼
ら
は
母
国
か
ら
種
子

を
取
り
寄
せ
た
り
し
て
、
い
ち
早
く
蔬
菜
栽
培
を
始

め
た
。
こ
う
し
て
、1
9
3
0
年
代
に
入
り
、公
有
地（
こ

の
高
原
は
オ
ラ
ン
・
ア
ス
リ
の
テ
リ
ト
リ
ー
だ
っ
た
が
、
現
在
、

土
地
は
す
べ
て
公
有
地
）
を
借
地
し
て
、
華
僑
に
よ
る
蔬

菜
栽
培
が
増
加
し
た
。

個
人
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
や
ホ
テ
ル
で
の
蔬
菜
栽
培
を
の

ぞ
く
と
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
・
ハ
イ
ラ
ン
ド
お
け
る
農
業
経

営
を
目
的
と
し
た
最
初
の
入
植
は
、バ
ー
タ
ム・
バ
レ
ー

へ
の
そ
れ
で
あ
っ
た
（J. C

larkson 1968

）。
1
9
3
4
〜

38
年
の
間
に
2
0
0
家
族
以
上
が
入
植
し
開
墾
し
て
、

農
業
を
営
む
よ
う
に
な
っ
た
。
キ
ャ
メ
ロ
ン
・
ハ
イ
ラ

ン
ド
に
あ
る
集
落
の
ほ
と
ん
ど
は
第
二
次
世
界
大
戦

以
前
に
成
立
し
た
。
戦
後
に
成
立
し
た
集
落
は
蔬
菜

栽
培
地
の
拡
大
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
・
ハ
イ
ラ
ン
ド
で
は
、
イ
ギ
リ

ス
人
に
よ
り
1
9
3
5
年
ま
で
に
茶
園
が
2
8
0
ha

拓
か
れ
、
こ
ん
に
ち
で
は
東
南
ア
ジ
ア
で
は
も
っ
と
も

著
名
な
茶
の
栽
培
地
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
以
前
、
こ
の
高
原
に
は
3
つ
の

ホ
テ
ル
、
50
以
上
の
個
人
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
系
の
人
び
と
の
子
弟
の
た
め
の
学
校
（
ほ
ぼ
13
歳
ま

で
）
が
あ
り
、
前
述
の
華
僑
の
家
族
に
よ
る
小
規
模
な

蔬
菜
栽
培
が
拡
大
し
つ
つ
あ
っ
た
。

こ
ん
に
ち
、
キ
ャ
メ
ロ
ン・
ハ
イ
ラ
ン
ド
に
は
、
タ
ナ・

ラ
タ 

と
ブ
リ
ン
チ
ャ
ン（Brinchang

）が
大
き
な
集
落
で
、

ホ
テ
ル
な
ど
も
あ
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
も
っ
と
も
よ

1 雨除け栽培。ビニールの覆いは強い降雨にたいして効用が大きい。この写真の
作物はピーマンであるが、雨除け栽培にすると2カ年間実をつける。しかし露地で
はそれが 5 〜6ヵ月しか使えない。ピーマンの間には鶏糞がみえる（2001年7月）
2 ベンチテラスの階段状耕地（1985年9月）　3 蔬菜の出荷風景。生産した蔬菜
は、各農家が自動車道路で待つ運搬業者のトラックまで運ぶ。農家の利用するラ
ンド・ローバー車は、軍隊の払い下げで、キャメロン・ハイランドだけで利用が許
可され、ドアーにCHと大書されている（2001年2月）　4 急斜面に拓かれた階段
状耕地と集落（キアファームKea Farm）（2001年2月）　5 大規模に開墾される
近年の耕地。最近は大型重機を使い、山地の斜面を大規模に削り取り耕地をつくる

（2005年3月）　6 道路沿いでの蔬菜や花卉の販売。生産した蔬菜をほとんどこ
うした店で販売仕切ってしまう農家もある（1999年3月）　7 観光客用のイチゴの
もぎ取り販売。かつてはシンガポールにまで販売されたイチゴは、栽培に手間が
かかることもあり、現在では出荷用には栽培されないが、水耕栽培で、観光客にも
ぎ取りさせる（2002年7月）7

4

5

2

3

1

6

キャメロン・ハイランドに民族別人口 （1945-2000）

注）	Orang Asli は Malay系に含まれる。Non-Citizensとは外国人労働者である。
データ:	* Population and Housing Census of Malaysia
	 ** District Office of the Cameron Highlands

1947*	 8,204	 620	 4,862	 2,194	 528	 n.a.

1957*	 12,126	 2,458	 5,119	 3,401	 1,148	 n.a.

1970*	 16,022	 3,163	 6,903	 5,236	 720	 n.a.

1980*	 21,502	 4,559	 10,751	 5,973	 219	 n.a.

1984**	 24,608	 5,823	 11,548	 6,996	 241	 n.a.

1991*	 25,555	 7,275	 10,571	 6,800	 181	 728

2000*	 30,495	 10,565	 11,879	 5,209	 68	 2,774

年  次	 計	 Malay	 Chinese	 Indian	 Others	 Non-Citizens	



1819

年
現
在
こ
の
高
原
の
人
口
は
、
華
人
（
39
%
）、
マ
レ
ー

系
（
35
%
）、
イ
ン
ド
系
（
主
と
し
て
タ
ミ
ー
ル
系
17
%
）

の
順
に
な
っ
て
い
る
。
イ
ン
ド
系
の
人
び
と
は
、
植

民
地
時
代
に
鉄
道
や
道
路
工
事
、
ま
た
は
ゴ
ム
の
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
マ
レ
ー
半
島
に
や
っ
て
き

た
。
キ
ャ
メ
ロ
ン
・
ハ
イ
ラ
ン
ド
に
入
植
し
た
の
は
前

者
の
工
事
関
係
の
人
び
と
だ
っ
た
。
ま
た
茶
園
の
労

働
者
の
す
べ
て
は
イ
ン
ド
系
で
あ
る
が
、
一
部
が
茶
園

を
出
て
、
街
で
商
業
を
営
ん
だ
り
、
ま
た
蔬
菜
栽
培

に
従
事
す
る
人
た
ち
も
多
い
。
イ
ン
ド
系
の
人
口
も
、

1
9
8
0
年
代
後
半
か
ら
減
少
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
マ
レ
ー
系
は
、
い
わ
ゆ
る
ブ
ミ
プ

ト
ラ
政
策
の
も
と
で
公
務
員
な
ど
に
優
先
的
に
雇
用

さ
れ
る
た
め
、
こ
の
高
原
に
お
け
る
マ
レ
ー
系
人
口
は

急
速
に
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
マ
レ
ー
系
は
ほ
と
ん

ど
農
業
に
従
事
し
て
い
な
い
。

金
馬
崙
菜
農
公
会
（C

am
eron H

ighland V
egetable 

G
row

ers' A
ssociation

）
の
資
料
（
1
9
9
5
年
）
に
よ

れ
ば
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
・
ハ
イ
ラ
ン
ド
に
は
約
5
0
0
0

世
帯
が
住
み
、
そ
の
う
ち
1
8
5
8
戸
（
37
%
）
が
、

蔬
菜
栽
培
に
従
事
し
て
い
る
。
ま
た
花
卉
栽
培
農
家

は
1
8
0
戸
く
ら
い
で
、
こ
の
高
原
の
農
業
人
口
は

50
%
を
こ
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
の
み
る

と
こ
ろ
、
蔬
菜
栽
培
の
80
%
は
華
人
で
、
20
%
が
イ

ン
ド
系
で
あ
る
。

く
知
ら
れ
た
リ
ゾ
ー
ト
で
も
あ
る
。
ホ
テ
ル
の
多
く

は
1
9
6
0
年
代
に
営
業
を
始
め
た
が
、
経
営
的
に

成
り
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
1
9
7
0
年
代
に
入
っ

て
か
ら
で
あ
る
。
ブ
リ
ン
チ
ャ
ン
は
、
1
9
6
5
年
に

最
初
の
シ
ョ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
形
式
の
建
物
が
で
き
、
街
が

形
成
さ
れ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
ホ
テ
ル
の
営
業
も
始

ま
っ
た
。 

こ
の
高
原
の
開
発
過
程
か
ら
当
然
の
こ
と
で
は
あ

る
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
の
人
口
構
成
は
、
そ

の
約
60
%
は
華
人
で
、
イ
ン
ド
系
26.
7
%
、
マ
レ
ー

系
は
わ
ず
か
7.
6
%
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
2
0
0
0

気
候
の
特
色
と
蔬
菜
栽
培

キ
ャ
メ
ロ
ン
・
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
各
集
落
は
、
標
高

が
1
0
0
0m
以
上
に
あ
る
た
め
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、

き
わ
め
て
特
色
の
あ
る
気
候
が
み
ら
れ
る
。
年
降
水

量
（
2
5
4
5
㎜
）
は
こ
の
国
で
も
も
っ
と
も
多
い
地

域
で
、
と
く
に
4
〜
5
月
、
10
〜
11
月
は
モ
ン
ス
ー

ン
の
影
響
で
強
い
降
水
が
あ
り
、
蔬
菜
生
産
を
妨
げ

る
。
降
水
日
数
は
年
間
2
3
3
日
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
で

も
も
っ
と
も
多
い
地
域
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
日
照
時
間
は
も
っ
と
も
少
な
い
地
域

で
あ
る
。
こ
と
ば
を
代
え
て
言
え
ば
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
・

ハ
イ
ラ
ン
ド
で
は
、
日
本
の
中
央
高
地
に
お
け
る
高
冷

地
蔬
菜
生
産
地
域
の
夏
季
の
気
候
と
、
ほ
ぼ
同
じ
気

候
環
境
が
1
年
を
通
し
て
み
ら
れ
る
。
こ
の
気
候
環

境
が
、
日
本
、
台
湾
そ
し
て
中
国
な
ど
と
ほ
と
ん
ど

同
じ
種
類
の
蔬
菜
、
い
わ
ゆ
る
温
帯
蔬
菜
の
栽
培
を

可
能
に
し
て
い
る
。

こ
の
高
原
は
山
が
ち
で
あ
り
、
蔬
菜
栽
培
の
た
め

に
森
林
に
被
わ
れ
て
い
た
山
地
斜
面
を
切
り
開
い
て
、

耕
地
を
造
成
し
て
き
た
。
蔬
菜
栽
培
は
ブ
リ
ン
チ
ャ

ン
か
ら
北
の
ク
ア
ラ
テ
ラ
、カ
ン
ポ
ン
ラ
ジ
ャ
、
ブ
ル
ー

バ
レ
ー
（Blue Valley

）
へ
と
拡
大
し
た
。

降
水
量
が
多
い
こ
と
は
、
温
帯
花
卉
の
栽
培
は
も

ち
ろ
ん
、
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど

棚田のようなクレソンの栽培。ヨーロッパ原
産で湿地を好むクレッソンは、栽培には水温
が14℃前後の冷たくきれいな水が必要であ
る。丘の上はEquatorial Hill Resortである
（2005年3月）

最
近
の
変
容
：
ま
と
め
に
か
え
て

キ
ャ
メ
ロ
ン・
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
蔬
菜
栽
培
は
、
マ
レ
ー

シ
ア
半
島
で
は
確
固
た
る
地
位
を
築
い
て
き
た
。
一
方
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
・
ハ
イ
ラ
ン
ド
の

観
光
的
機
能
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
マ
レ
ー
シ
ア
化

（
国
民
化
と
い
っ
て
も
よ
い
）
が
進
ん
だ
。
か
つ
て
は
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
の
リ
ゾ
ー
ト
客
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ

た
が
、
こ
ん
に
ち
で
は
、
大
小
70
も
の
ホ
テ
ル
が
あ
り
、

年
間
40
万
人
（
実
数
：
筆
者
の
推
定
で
は
延
べ
1
0
0
万
人
）

も
の
観
光
客
が
お
と
ず
れ
る
一
大
リ
ゾ
ー
ト
に
な
っ
て

い
る
。

こ
の
高
原
の
経
済
か
ら
み
れ
ば
、
観
光
部
門
が
急

速
に
伸
び
て
き
て
お
り
、
農
業
部
門
と
肩
を
並
べ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
2
0
0
0
年

代
に
入
り
、
日
本
の
高
齢
者
の
海
外
に
お
け
る
長
期
滞

の
蔬
菜
に
も
病
気
を
発
生
さ
せ
る
。
こ
の
た
め
、
花

卉
は
す
べ
て
雨
除
け
栽
培
で
あ
り
、
蔬
菜
も
雨
除
け

栽
培
が
有
効
で
あ
る
。

こ
の
高
原
の
多
い
降
水
量
と
高
い
湿
度
は
、
当
然

蔬
菜
栽
培
に
影
響
す
る
。
高
い
湿
度
と
い
う
環
境
は
、

蔬
菜
に
病
気
を
も
た
ら
す
。
蔬
菜
の
病
気
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
至
難
の
技
で
あ
り
、
わ
ず
か
な

有
機
栽
培
農
家
を
除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
蔬
菜
栽
培

農
家
は
、
多
量
の
殺
菌
剤
を
使
用
し
て
い
る
。

筆
者
の
観
察
に
よ
れ
ば
、
温
帯
蔬
菜
栽
培
の
耕
作

下
限
は
、
約
1
0
0
0
m
で
あ
る
が
、
地
元
の
農
民

は
8
0
0
m
ま
で
は
可
能
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い

る
。
こ
れ
を
こ
の
地
域
の
植
物
の
垂
直
分
布
で
み
る
と
、

低
地
熱
帯
雨
林
（low

land rainforest

）
と
山
地
熱
帯
雨

林
（m

ountain rainforest

）
と
の
境
界
（
約
7
5
0
m
）

と
ほ
ぼ
一
致
す
る
の
は
興
味
深
い
。
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ブルーバレーにおけるタミール系農民による
キクの栽培。ブルーバレーは良質の紅茶を生
産する茶園があったが、その多くは蔬菜や花
卉の栽培地に転換されている（2001年2月）

階段状の耕地おけるキャベツの収穫。林
立する竹の支柱は、トマトの栽培用である
（2001年7月）

外国人（バングラディシュ）労働者による耕
作。インドネシア以外からの外国人労働者
は、マレー語を理解できないので2005年
11月からは、マレー語や文化に関する研修
が義務付けられた（2001年7月撮影）

在
地
と
し
て
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
・
ハ
イ
ラ
ン
ド
が
タ
ー
ゲ
ッ

ト
の
ひ
と
つ
に
な
り
、
頻
繁
に
日
本
人
高
齢
者
と
出
会

う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
も
あ
る
。

時
代
の
進
行
と
と
も
に
、
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

機
能
も
多
様
化
し
て
き
た
。
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キャメロン・ハイランドの作物別耕作面積 （1991-1997）

※1	 ひとつの圃場で2〜3回栽培するので、実面積は、1995年の場合
1,054 haであった。

※2	 茶の栽培面積は1997 以降減少傾向にある。Blue Valleyの茶園
が蔬菜栽培に変わったためである。

データ: District Office of Cameron Highlandsの資料により作成

作　物

蔬菜※1	 2.343	 2,599	 2,873	 2,492

果物（柑橘類など）	 50	 89	 82	 8

香草・スパイスなど	 6	 26	
64	 64

自給用イモ類（ウビ、タピオカなど）	 0	 23

花卉	 381	 252	 319	 378

茶※2	 n.a.	 n.a.	 2,626	 n.a.

耕作面積（ha）

	 1991	 1993	 1995	 1997
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キャメロン・ハイランドを代表する
Smokehouse Hotel。1937年に
オープンしたこのホテルは、イン
グランドのカントリーハウスを彷
彿とさせ、典型的なコロニアル・
ホテルである（2006年8月）

21
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西
欧
列
強
に
よ
る
植
民
地
化
の
中
で
建
設

さ
れ
た
都
市
の
中
で
も
、
植
民
者
が
平

地
の
暑
さ
や
湿
度
を
逃
れ
た
快
適
な
気

候
の
高
原
地
域
に
彼
ら
の
求
め
る
近
代
生
活
や
都
市

生
活
を
具
現
化
す
る
た
め
に
建
設
し
た
の
が
ヒ
ル
・

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

特
に
植
民
者
た
ち
の
保
養
や
観
光
を
目
的
に
建
設
さ

れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
山
中
に
あ
り
な
が
ら

近
代
都
市
の
も
つ
性
格
の
中
で
も
利
便
性
、
サ
ー
ビ

ス
、
楽
し
み
、
社
交
と
い
っ
た
性
格
が
色
濃
く
、
西

洋
の
近
代
生
活
や
都
市
生
活
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
凝
縮

し
た
モ
デ
ル
と
し
て
の
意
味
合
い
を
も
っ
て
い
た
。

社
交
を
中
心
と
し
た
近
代
都
市
生
活
の
エ
ッ
セ
ン
ス

は
、
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ど
の
よ
う
な
空
間
と

し
て
成
立
し
て
い
た
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
今
日
ど

の
よ
う
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
か
を
ベ
ト
ナ
ム
中
部

高
原
の
ダ
ラ
ッ
ト
を
例
と
し
て
探
っ
て
み
よ
う
。

植
民
地
都
市
ダ
ラ
ッ
ト
の
建
設

フ
ラ
ン
ス
は
、
1
8
6
7
年
に
コ
ー
チ
シ
ナ
直
轄

植
民
地
、
1
8
8
4
年
に
は
ア
ン
ナ
ン
保
護
領
お
よ

び
ト
ン
キ
ン
保
護
領
を
成
立
さ
せ
、
ベ
ト
ナ
ム
の
植
民

地
支
配
を
始
め
、
1
8
8
7
年
に
は
、
1
8
6
3
年

に
保
護
領
と
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
含
め
仏
領
イ
ン
ド

シ
ナ
連
邦
を
成
立
さ
せ
た
（
1
8
9
3
年
に
は
さ
ら
に
ラ

ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
山
中
に
あ
り
な
が
ら
西
洋
の
近
代
生
活
や
都
市
生
活
の

エ
ッ
セ
ン
ス
を
凝
縮
し
た
モ
デ
ル
と
し
て
の
意
味
合
い
を
も
っ
て
い
た
。
ベ
ト
ナ

ム
・
ダ
ラ
ッ
ト
の
事
例
か
ら
探
る
。

山
中
に
再
現
さ
れ
る

「
フ
ラ
ン
ス
」

  

ダ
ラ
ッ
ト（
ベ
ト
ナ
ム
）

文
・
写
真 

大
橋
健
一
（
観
光
学
部
）

1
9
2
6
年
の
ル
・
ラ
ン
ビ
ア
ン
・
パ
レ
ス
の
雑
誌
広
告
に
は
、
ロ
コ
コ
様
式
の
ホ
テ
ル
と
と

も
に
山
岳
少
数
民
族
が
描
か
れ
て
い
る
（E

xtrêm
e-A

sie N
um

eros 1-2-3,1926

）

1995年再開業したダラット・パレス・ホテルのロビーは、シャンデリア、暖
炉、フランス絵画の複製画などで飾られている
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オ
ス
を
保
護
領
と
し
、
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
連
邦
に
編
入
し
た
）。

そ
の
過
程
で
ダ
ラ
ッ
ト
を
含
む
中
部
高
原
地
域
に
対

す
る
経
済
的
、
政
治
的
関
心
を
高
め
、
幾
度
も
行
な

わ
れ
た
探
検
の
中
、
1
8
9
3
年
、
ダ
ラ
ッ
ト
を
含

む
地
域
一
帯
は「
発
見
」さ
れ
た
。
ダ
ラ
ッ
ト
の「
発
見
」

を
踏
ま
え
て
植
民
地
総
督
政
府
は
1
8
9
9
年
、
イ

ギ
リ
ス
が
イ
ン
ド
で
お
こ
な
っ
た
開
発
（
例
え
ば
、
シ
ム

ラ
ー
や
ダ
ー
ジ
リ
ン
）
を
参
照
し
つ
つ
、
ダ
ラ
ッ
ト
に
お

け
る
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
建
設
を
決
定
し
た
。
そ

の
後
、
1
9
1
5
年
に
平
地
部
と
の
道
路
が
整
備
さ

れ
る
と
、
い
よ
い
よ
開
発
は
本
格
化
し
、
多
く
の
西

洋
人
の
保
養
客
が
こ
の
地
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
る
。

1
9
1
6
年
に
総
督
府
は
ダ
ラ
ッ
ト
の
本
格
的
な

観
光
開
発
を
決
定
し
、
ま
た
同
時
に
仏
領
イ
ン
ド
シ

ナ
連
邦
の
首
都
を
将
来
的
に
こ
の
地
に
建
設
す
る
と

い
う
計
画
も
立
案
し
た
。
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
連
邦
の

首
都
計
画
を
踏
ま
え
て
、
ま
ず
建
設
に
着
手
し
た
公

共
施
設
は
ホ
テ
ル
で
あ
っ
た
。

ル
・
ラ
ン
ビ
ア
ン
・
パ
レ
ス
に
再
現
さ
れ
た

「
フ
ラ
ン
ス
」

フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
ダ
ラ
ッ
ト
開
発
の
も
つ
意
味
と

は
、
平
地
に
は
な
い
、
植
民
者
に
と
っ
て
す
ご
し
や

す
い
快
適
な
気
候
の
場
に
、
小
宇
宙
と
し
て
の
「
フ

ラ
ン
ス
」
を
再
現
し
て
い
く
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、
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ダ
ラ
ッ
ト
と
い
う
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
自
体
の
性

格
で
も
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
建
設
さ
れ
た
ホ
テ
ル
空

間
は
そ
の
小
宇
宙
の
核
を
な
し
た
。
し
か
し
、
一
方

で
中
部
高
原
地
域
は
山
地
少
数
民
族
が
生
活
し
て
い

た
場
で
あ
り
、
ダ
ラ
ッ
ト
は
単
に
フ
ラ
ン
ス
本
国
の

小
宇
宙
が
再
現
さ
れ
た
場
の
み
な
ら
ず
、
植
民
者
の

エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
を
く
す
ぐ
る
「
未
開
世
界
と
の
出

会
い
の
最
前
線
」
で
も
あ
り
、
両
義
的
な
空
間
と
し

て
成
立
し
て
い
た
。

1
9
2
2
年
の
ホ
テ
ル
「
ル
・
ラ
ン
ビ
ア
ン
・
パ

レ
ス
」
開
業
時
の
客
室
数
は
38
室
で
、
フ
ラ
ン
ス
料

理
を
出
す
レ
ス
ト
ラ
ン
を
は
じ
め
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

を
用
意
し
た
り
、
併
設
の
農
園
で
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら

持
ち
込
ん
だ
品
種
の
野
菜
や
果
物
を
栽
培
す
る
な
ど

贅
を
つ
く
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
や
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
乗
馬
施
設
が
用
意
さ
れ
、
定

期
的
に
映
画
を
上
映
し
た
り
、
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

も
開
催
さ
れ
た
。
ホ
テ
ル
の
建
築
意
匠
に
は
、
当
時

の
フ
ラ
ン
ス
の
地
中
海
沿
岸
の
リ
ゾ
ー
ト
で
多
く
み

ら
れ
た
よ
う
な
ロ
コ
コ
様
式
が
採
用
さ
れ
た
。
ベ
ト

ナ
ム
の
山
中
に
あ
り
な
が
ら
こ
こ
で
は「
フ
ラ
ン
ス
」

を
再
現
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
、
当
時
の
第
一
級
の

建
築
、
設
備
、
サ
ー
ビ
ス
、
食
事
が
用
意
さ
れ
た
。

一
方
で
、「
フ
ラ
ン
ス
」
の
再
現
の
裏
返
し
と
し
て

エ
キ
ゾ
チ
ズ
ム
の
充
足
へ
の
欲
求
が
あ
っ
た
こ
と
は
、

当
時
、
ホ
テ
ル
が
出
し
て
い
た
宣
伝
広
告
に
描
か
れ

た
山
地
少
数
民
族
と
い
う
モ
チ
ー
フ
に
見
受
け
ら
れ

る
。
当
時
の
ダ
ラ
ッ
ト
を
訪
れ
る
旅
行
者
の
目
的
に

は
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
の
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
が
あ
り
、
山
地

少
数
民
族
は
そ
の
ガ
イ
ド
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
た
。

開
業
時
に
は
植
民
地
政
権
の
威
信
を
か
け
た
豪
華

さ
を
誇
っ
た
ホ
テ
ル
で
は
あ
っ
た
が
、
1
9
2
8
年

か
ら
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
の
重
要
な
産
品
で
あ
る
ゴ
ム

の
価
格
が
世
界
市
場
で
下
落
し
、
世
界
恐
慌
を
迎
え

る
中
で
、
次
第
に
経
営
難
に
陥
っ
て
い
っ
た
。
開
業

当
時
に
誇
っ
た
豪
華
さ
や
壮
大
さ
も
次
第
に
、
植
民

地
政
権
内
で
財
政
的
な
浪
費
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、以
後
は
細
々
と
経
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

1
9
5
8
年
、
ホ
テ
ル
は
名
前
を
「
ダ
ラ
ッ
ト
・

パ
レ
ス
・
ホ
テ
ル
」
と
変
え
、
経
営
も
フ
ラ
ン
ス
人
か

ら
ベ
ト
ナ
ム
人
へ
と
移
っ
た
。
そ
し
て
、
1
9
7
5

年
の
ベ
ト
ナ
ム
南
北
統
一
に
よ
り
ダ
ラ
ッ
ト
は
社
会

主
義
国
の
一
部
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
も
ホ
テ
ル
の

営
業
は
継
続
し
た
。

再
び
“
再
現
”
さ
れ
る
「
フ
ラ
ン
ス
」

1
9
8
6
年
、
ベ
ト
ナ
ム
は
ド
イ
モ
イ
政
策
（
刷
新

政
策
・
対
外
経
済
開
放
政
策
）
を
始
め
、
社
会
主
義
国
で

あ
り
な
が
ら
現
実
的
な
経
済
経
営
を
導
入
す
る
。
そ

1 1995年再開業したダラット・パレス・ホテル　2 ホテルの庭に置かれたオブジェとしてのシトロエンのクラシックカー　3 ホテルとホテルの前
に広がる人口湖はダラット市の中心に位置するよう計画された　4 「オリジナルのコロニアルスタイルの維持」をコンセプトに再デザインされた客
室内装

3

4 2

1
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の
新
た
な
経
済
環
境
の
中
で
観
光
は
重
要
な
意
味

合
い
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
1
9
9
0
年
、
そ
れ

ま
で
細
々
と
経
営
を
続
け
て
き
た
ホ
テ
ル
に
対
し
て
、

ア
メ
リ
カ
の
あ
る
実
業
家
が
興
味
を
も
っ
た
。
当
時

は
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
直
接
投
資
が
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
香
港
の
投
資
会
社
を
使
い
、
現
地
の
観
光
開
発

業
者
と
合
弁
会
社
を
設
立
し
、
間
接
的
な
投
資
が
行

な
わ
れ
た
。
1
9
9
1
年
か
ら
改
修
が
お
こ
な
わ
れ
、

1
9
9
5
年
に
は「
ホ
テ
ル・
ソ
フ
ィ
テ
ル・
ダ
ラ
ッ
ト・

パ
レ
ス
」
と
し
て
再
開
業
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
政
府
観

光
局
は
、
こ
の
ホ
テ
ル
を
5
つ
星
ホ
テ
ル
に
指
定
し
た
。

改
修
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
コ
ロ

ニ
ア
ル
・
ス
タ
イ
ル
の
維
持
」
で
あ
っ
た
。
発
注
を

受
け
た
香
港
の
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
会
社
は
、
コ

ロ
ニ
ア
ル
・
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
い

て
新
た
に
内
装
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
。

興
味
深
い
の
は
蛇
口
や
ド
ア
ノ
ブ

な
ど
も
す
べ
て
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
仕

上
げ
が
さ
れ
た
新
品
で
あ
り
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
の
絵
画
や
彫

刻
は
、
す
べ
て
複
製
と
な
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。宿
泊
客
の
多
く
は
、

外
国
人
観
光
客
で
あ
り
、
そ
の
多

く
は
ア
メ
リ
カ
人
、日
本
人
な
ど
で
、

ホ
テ
ル
は
必
ず
し
も
フ
ラ
ン
ス
人

に
向
け
て
作
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、

日
本
の
あ
る
雑
誌
が
そ
の
ベ
ト
ナ
ム
観
光
特
集
の
記

事
に
お
い
て
同
ホ
テ
ル
を
「
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
の
名

残
を
も
っ
と
も
残
し
て
い
る
街
」
で
あ
る
ダ
ラ
ッ
ト

に
お
け
る
「
コ
ロ
ニ
ア
ル
風
の
外
観
と
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
風
の
内
装
に
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
支
配
の
名
残
を
感

じ
さ
せ
る
ホ
テ
ル
」（『
エ
ス
ク
ア
イ
ア
』
2
0
0
0
年
7

月
号
）
と
紹
介
し
て
い
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
、
こ
こ
に

再
現
さ
れ
た
「
フ
ラ
ン
ス
」
が
現
代
の
観
光
と
い
う

回
路
を
通
じ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
文
脈
に
置
か
れ
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
ベ
ト
ナ
ム
人
観
光
客
の

存
在
で
あ
る
。
ホ
テ
ル
の
庭
に
は
シ
ト
ロ
エ
ン
の
ク

ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
が
オ
ブ
ジ
ェ
と
し
て
置
か
れ
、
ベ
ト

ナ
ム
人
観
光
客
が
こ
の
車

を
背
景
に
し
た
記
念
写
真

の
撮
影
を
さ
か
ん
に
お
こ

な
っ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム

の
国
内
観
光
市
場
に
お
い

て
ダ
ラ
ッ
ト
は
ベ
ト
ナ
ム

人
の
新
婚
旅
行
客
に
人
気

の
観
光
地
と
な
っ
て
い
る
。

ダ
ラ
ッ
ト
に
再
現
さ
れ
た

「
フ
ラ
ン
ス
」
が
喚
起
す

る
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
イ

メ
ー
ジ
は
、
依
然
と
し
て
大
き
な
訴
求
力
を
誇
っ
て

お
り
、
ホ
テ
ル
を
訪
れ
る
ベ
ト
ナ
ム
人
新
婚
旅
行
者

た
ち
は
、
ホ
テ
ル
の
建
物
を
背
景
に
記
念
写
真
を
撮

る
こ
と
で
こ
こ
に
再
現
さ
れ
た
「
フ
ラ
ン
ス
」
を
消

費
し
て
い
る
。
ホ
テ
ル
側
は
一
時
期
、
新
婚
旅
行
客

の
記
念
写
真
撮
影
用
に
客
室
を
時
間
貸
し
す
る
と
い

う
サ
ー
ビ
ス
ま
で
行
な
っ
て
い
た
。

意
味
空
間
と
し
て
の
ダ
ラ
ッ
ト

こ
こ
に
見
た
ダ
ラ
ッ
ト
に
建
設
さ
れ
た
ホ
テ
ル

の
変
遷
は
、
ダ
ラ
ッ
ト
と
い
う
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
単
な
る
保
養
地
を
超
え
た
特
別
な
意
味
を
も

つ
場
所
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
的
に
物
語
っ
て
い
る
。

1
9
2
2
年
の
開
業
時
、
そ
れ
は
、
仏
領
イ
ン
ド
シ

ナ
連
邦
の
盟
主
と
し
て
の
「
フ
ラ
ン
ス
」
を
体
現
す

る
も
の
と
し
て
の
意
味
が
込
め
ら
れ
た
場
所
と
し
て

機
能
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
1
9
8
6
年
の
ド
イ
モ

イ
政
策
導
入
以
降
の
ベ
ト
ナ
ム
を
め
ぐ
る
新
た
な
政

治
経
済
的
環
境
の
中
で
生
ま
れ
た
よ
り
重
層
的
な
文

脈
に
お
い
て
、
そ
こ
で
は
「
フ
ラ
ン
ス
」
が
新
た
に

再
現
さ
れ
、
消
費
さ
れ
て
い
る
。

ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
気
候
条
件
の
も
つ
特

殊
性
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
何
よ
り
も
そ
の
よ
う
な

社
会
文
化
的
文
脈
に
お
い
て
特
別
な
意
味
の
込
め
ら

れ
た
空
間
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

ホテルを背景に記念写真を撮るベトナム人新婚旅行客

「交流文化」フィールドノート 6

リトルワールドと
人類学的営み
2007年度前期授業「エスニックツーリズム論」では、野外民族博物

館リトルワールド（愛知県犬山市）への研修旅行を中心に据え、学

生たちが異文化との人類学的出会いや異文化を語ることについて

実践的に考えてみることを目指した。以下の報告は、学生たちは自

分たちの経験を書いたものである。自ら書くこと、それは本当の意

味で考えることであり、困難と希望とが同居する自省である。
安達薫・石井希・稲野邉早紀・稲福秀哉・小島千明・舟橋祐子・古市裕子・
星野久子・宮本真帆（「エスニックツーリズム論」受講者有志）
葛野浩昭（観光学部）

27

カナダ・アラスカの西海岸に
住むトリンギットの住居。ワタリ
ガラスやシャチのトーテム動物
が描かれた壁の前で、担当学
生が「現地解説」を試みる
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エ
ス
ニ
ッ
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
再
考

異
文
化
と
の
出
会
い
へ
の
自
省
に
つ
い
て

葛
野
浩
昭（
観
光
学
部
）

人
類
学
的
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
エ
ス
ニ
ッ
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
。
文
明
の

中
心
地
域
よ
り
も
周
縁
地
域
に
暮
ら
す
人
び
と
の
方
に
注
目
す
る
こ
と
が

多
い
と
い
う
点
で
、
両
者
は
似
て
い
る
。
が
、
違
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。

授
業
「
エ
ス
ニ
ッ
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
論
」
は
、
学
生
た
ち
が
人
類
学
の
博

物
館
で
あ
る
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド
へ
出
か
け
、
異
文
化
と
の
人
類
学
的
出
会

い
に
つ
い
て
自
省
的
に
考
え
て
み
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
た
。
そ
れ
は

間
接
的
な
遠
回
り
で
は
あ
る
も
の
の
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
再
考
の

方
向
を
想
像
す
る
た
め
に
有
効
な
作
業
だ
と
私
は
考
え
て
い
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
エ
ス
ニ
ッ
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
は
、
単
身
で
現
地
に
1
〜
2
年
間
の
居
候
を
続

け
、
そ
の
地
の
言
葉
を
使
い
、
人
び
と
と
の
関
係
性
か
ら
社
会
・
文
化
を

観
察
し
考
察
す
る
作
業
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
既
存
の
民
族

誌
資
料
を
で
き
る
か
ぎ
り
読
み
込
み
、
学
術
的
議
論
の
経
緯
や
展
望
に
つ

い
て
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
現
地
へ
出
か
け
さ
え
す
れ
ば
、
誰
に

で
も
何
か
ら
何
ま
で
が
「
見
え
る
」
わ
け
で
は
な
い
。
現
実
の
フ
ィ
ー
ル

ド
は
、
そ
の
人
の
知
識
や
洞
察
力
、
人
び
と
と
の
間
に
築
き
上
げ
た
関
係

に
見
合
っ
た
分
し
か
姿
を
見
せ
て
は
く
れ
な
い
。

こ
れ
と
比
べ
る
と
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
テ
レ
ビ
の
異
文
化
紹

え
る
。
さ
ら
に
学
生
た
ち
は
、
館
長
を
務
め
る
人
類
学
者
・
大
貫
良
夫
先

生
へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
も
お
願
い
し
た
。

書
く
こ
と
の
自
省
が
持
つ
困
難
と
希
望

さ
て
、
以
下
に
続
く
誌
面
の
文
章
は
、
す
べ
て
学
生
た
ち
が
書
い
て

く
れ
た
。
そ
も
そ
も
人
類
学
の
研
究
と
は
、
1
民
族
誌
を
読
む
作
業
、
2

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
作
業
、
3
民
族
誌
を
書
く
作
業
、
を
一
つ
の
ま
と

ま
り
と
し
て
繰
り
返
す
営
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、学
生
た
ち
は
今
回
、

こ
れ
ら
人
類
学
的
営
み
の
全
体
を
擬
似
体
験
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
そ
の
人
類
学
的
営
み
は
、
近
年
、
自
分
が
ど
こ
に
立
っ
て
、

誰
へ
向
け
て
、
誰
の
た
め
に
、
何
を
考
え
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を

ど
こ
ま
で
も
考
え
抜
く
、
き
わ
め
て
自
省
的
な
作
業
と
な
っ
て
お
り
、
そ

れ
は
「
自
省
的
人
類
学reflexive anthropology
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド
を
通
し
て
経
験
し
た
異
文
化
と
の
人
類
学
的
出
会
い

を
、
自
ら
が
書
く
こ
と
。
そ
れ
は
学
生
た
ち
に
と
っ
て
、「
見
る
」
た
め

の
眼
力
の
不
足
に
関
す
る
大
き
な
挫
折
感
と
も
言
え
る
自
省
で
あ
る
か
も

知
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、そ
の
挫
折
を
乗
り
越
え
て
ゆ
こ
う
と
す
る
、

確
か
な
出
発
の
自
省
で
も
あ
る
と
私
は
信
じ
て
い
る
。
自
省
と
は
、
困
難

と
、
そ
れ
故
の
希
望
の
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
地
域
の
人
び
と
の
社
会
・
文

化
へ
向
け
て
自
分
が
持
っ
て
い
る
眼
力
に
関
す
る
、
ど
こ
ま
で
も
終
わ
る

こ
と
の
な
い
自
省
の
積
み
重
ね
、
そ
れ
こ
そ
が
現
代
人
類
学
が
持
つ
可
能

性
や
魅
力
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
現
状
で
は
訪
れ
る
側
で
も
迎
え
る

側
で
も
様
々
な
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
、

将
来
へ
と
向
け
て
再
考
し
て
ゆ
く
道
の
1
つ
で
も
あ
る
。

介
番
組
に
は
、
い
つ
、
ど
ん
な
観
光
客
や
レ
ポ
ー
タ
ー
が
訪
れ
て
も
、「
そ

の
地
ら
し
い
文
化
」「
も
の
珍
し
い
異
文
化
」
ば
か
り
が
分
か
り
や
す
く

用
意
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
時
代
や
文
脈
、
関

係
性
か
ら
は
切
り
離
さ
れ
て
、
固
定
さ
れ
た
も
の
に
な
り
や
す
い
。

教
室
で
異
文
化
を
語
り
、
現
地
で
自
分
の
眼
力
を
確
か
め
る

リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド
に
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
い
う
作
業
に
真
摯
に

し
が
み
つ
い
て
い
る
人
類
学
者
た
ち
が
、
世
界
70
ヵ
国
か
ら
収
集
し
て
き

た
民
族
文
化
資
料
が
展
示
さ
れ
、
野
外
展
示
で
は
22
ヵ
国
か
ら
33
も
の
住

居
施
設
が
移
築
・
復
元
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
現
地
そ
の
も
の
で
は
な
い

が
、
人
類
学
研
究
を
通
し
て
復
元
さ
れ
た
現
地
で
は
あ
る
。

学
生
た
ち
は
、
ま
ず
は
教
室
授
業
で
、
こ
れ
ら
33
の
住
居
施
設
か
ら
一

つ
を
選
び
、
民
族
誌
資
料
を
ま
と
め
た
レ
ジ
ュ
メ
や
ビ
デ
オ
映
像
等
も
用

い
な
が
ら
人
び
と
の
社
会
や
文
化
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
こ
れ
は
、
後
に

現
地
を
「
見
る
」
た
め
に
必
要
と
な
る
最
低
限
の
準
備
作
業
で
あ
る
。

6
月
17
日
に
は
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド
を
訪
れ
、
本
館
展
示
や
野
外
展
示
を

見
学
し
、
教
室
授
業
で
各
自
が
発
表
し
た
住
居
施
設
を
目
の
前
に
し
て
再

び
解
説
を
試
み
た
。
こ
れ
は
、自
分
が
ど
れ
ほ
ど
現
地
を
「
見
る
」
こ
と
、

語
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
自
分
の
眼
の
力
を
疑
い
確
か
め
る
作
業
と
も
言

教室発表から現地解説へ
　ブッシュマンは、アフリカ南部のカラハリ砂漠に居
住してきた民族である。（日本の地理の教科書など
ではサンと書かれているが、これは隣接民族が用い
る強烈な侮蔑的呼称で、ブッシュマンよりも使うべき
ではないとされている）
　伝統的には、数家族のグループで移動しながら、
狩猟・採集活動によって食料を得てきた。現在は定
住した者が多く、狩猟活動にもイヌ、次いでウマが導
入されてきている。息を吸いながら舌打ちするよう
にして発声するクリック音は、それぞれが５つの声調
を持ち、これを母語としない者が習得することはかな
り困難と言われる。

教室発表
　田中二郎の『砂漠の狩人』『最後の狩猟採集民』
など、人類学者が記述した民族誌を資料に基礎的情
報を整理し、レジュメにして発表した。また、1981
年に公開された映画『ミラクルワールド　ブッシュマ
ン』の映像を用い、娯楽映画が表現した「魅力的な
原始民族」像についても紹介した。

現地解説の試み
　野外展示の難しいブッシュマンとイヌイトの住居だ
けが、本館の中に並んで復元展示されている。民族
誌の本からそのまま出てきたような強烈なリアリティ
を前にして、私たちは解説作業を忘れてしまうほど
だった。ダチョウの卵やヒョウタンを使った水筒や食
器に混ざって、アルマイトの食器が砂地の地面に転
がっているのは、特別な意図がない限り、わざわざ
民族誌は伝えないことである。しかし、そのアルマイ
ト食器もまた、私たちを黙らせてしまった確かなリア
リティである。
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リトルワールド現地研修

トリンギット
（カナダ・アラスカの西海岸）

巨大なトーテムポールに刻まれ、壁面
いっぱいに描かれたワタリガラスやシャ
チ等のトーテム動物たちは、いずれもが
生き生きとしており、どこかユーモラス
でもある。人間と動物とが互いに語り合
えるような、そんな精神世界の豊かさが
優しく伝わってくる。その豊かさを少し
でも自分のものにするためには、やはり
神話をしっかりと学ぶことが必要だ。

モンゴル（中国内蒙古自治区）
モンゴル国からの留学生チンバット・ア
ノンさん（観光学部）は、子供の頃に
はゲル（テント。中国ではパオ）に住
んでいたことがある。彼女による「自
文化」の紹介は、私たちによる「異文
化」の説明とは、詳しさといった内容の
差を超えて、口調にも身振りや姿勢に
も、どこか決定的な違いがあるように
感じた。

アイヌ（北海道）
中央の炉の周りに皆で座ると、懐かし
いような気分になった。しかし、私は
囲炉裏のある家に住んだことはないし、
確認してみると、アイヌのチセの囲炉
裏と、日本の伝統的住居の囲炉裏の間

（板の間）とでは構造が異なる。懐か
しさという感情が、実体験とは無関係
であるばかりか、とても曖昧な知識に
支えられていることに気づいた。この
チセは、アイヌ文化の継承者であった
故・萱野茂さんが、もはや現実生活で
は造ることのないものを、民族文化の
実践・継承活動として仲間たちと一緒
に復元したものである。

アシエンダ（大農場）の領主館
（ペルー）

部屋の中には、当時のスペイン系ヨー
ロッパの文明を象徴するような豪華な
家具が並び、 カトリックの礼拝室は、キ
リスト教と現地の世界観とがシンクレ
ティズム（習合）を起こした金色の装
飾に溢れていた。領主と、インディオ
や黒人奴隷の労働者との関係の歴史
が、強烈に伝わってきた。

ナヤール（インド西南部）
屋敷には、その家で生まれた母系の
関係にある人たちだけが住んでいる。
女性の夫は自分が生まれた家に住
み続け、そこから妻の元へと通ってく
るだけで、父親としての役割は果た
さない。女性たちが住む２階への階
段は、板が固定されておらず、カタ
カタと鳴る音で、誰の夫が通ってき
たのかが分かるとも言う。ここには
核家族が生活集団として存在してい
ない。私たちにとっては衝撃の家族
構造である。

本館展示「エントランスホール」
入館して最初に目に飛び込んでくるも
の、それは大きな壁一面にランダムに
配置された大量の数の顔写真である。
独特な民族衣装を着ている者もいれば、
顔に派手なペイントを施した者もいる。
地域や民族の枠にとらわれずに並べら
れたそれら人間の顔、顔は、世界には
様々な人がいて様々な生活があるとい
うことに、素直に目を向けさせてくれる。

本館展示「社会」
世界各地の成人式儀礼を伝えるビデオ
に釘付けになった。私たちには目をそ
むけたくなるような、あまりに残酷に見
える種々の儀礼を、「文化」や「伝統」
として尊重すべきか、あるいは、道徳
的ではないと批判するのか。文化相対
主義、自民族中心主義、普遍主義など
の関係をどのように捉えるべきか、具
体的に難問を突きつけられた。

リトルワールドとは
野外民族博物館リトルワールド（愛
知県犬山市）は、123万平方メート
ルもの広大な敷地で、本館展示と
野外展示という二つの方法を用い
て、世界の諸民族文化を紹介して
いる。本館では70ヵ国から集めら
れた6000点もの資料を、進化、技
術、言語、社会、価値、の5つのテ
ーマに分けて展示しており（所蔵資
料4万点）、猿人から新人へと進化
し、技術や道具で環境へ適応し、言
語を操り、社会を築き、精神世界に
価値を求める、そんな人類への総
合的思索を促している。70台ものテ
レビも設置されており、それぞれの
テレビは、世界の様々な民族の生
活を伝える映像を4・5本ずつ収め
ている。野外では、住居を人間の創
りだした最大の道具であると位置付
け、22ヵ国から33の住居施設が移
築・復元されている。いずれの住居
も、中へ入って部屋の様子や生活道
具を見ることができる。風土に合わ
せた建築様式や、社会構造や文化
によって異なる生活スタイルを間近
で比較しながら、世界の諸民族文化
の多様性へと分け入ってゆくことを
促している。

http://www.littleworld.jp

異文化を語ることの難しさを知る

カッセーナ
（西アフリカのブルキナファソ）

塀に囲まれた区域の中に、一夫多妻制
の下、四角形の夫の住居と、ヒョウタン
形の妻たちの住居が並ぶ。妻たちの住
居は半地下式になっており、真っ暗な
内部から小さな入り口を通して見上げ
た外の景色は、これまで経験したこと
のない「世界の見え方」だった。妻た
ちの目には、いったい何が見えている
のだろう。

私たちは移築・復元された世界各地の住居の中で解説を試みたが、
異文化を語ることは困難をきわめた。その挫折の自覚をコメントから感じ取ってほしい。
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館長インタヴュー
人類文化の多様性を
受け止めてほしい

大貫良夫
（おおぬき・よしお）
リトルワールド館長。1937年生
まれ。文化人類学者（アンデス
先史学専攻）。東京大学名誉教
授。東京大学アンデス調査団
の団長を長く務める。『黄金郷
伝説』（講談社）など著書多数。

　住居の展示には、文明の中心からは離れていても、人びとの生活ぶりが具体的に伝わって

くる、そして、印象的で見栄えのする建物に住んでいる民族を選びました。リトルワールドへ

移築して展示することに関しては、いずれの民族も好意的に協力してくれました。私たち人類

学の研究者としては、住居をいったん解体する作業や、ここで組み立て直す作業、あるいは、

現地とまったく同じものを復元する作業を、現地の人や建築の専門家とも一緒に経験すること

で、想像もしていなかった様 な々ことを学びました。住居に詰め込まれた知恵や技術という、

人間の文化が持つ凄みや美しさを感じ取ることができました。ただし、世界各地から日本へ

の輸送や、ここでの建物の配置に関しては、法律の壁やここの地形の問題など、大変な苦労も

ありました。もちろん、材料によっては、日本の風土での野外展示に持ちこたえられないものも

ありますから、目に見えないところにも、いろいろと工夫を凝らしています。

　建物の内部に関しては、そこで暮らしている人びとが今にも帰ってきそうな、そんな臨場感

や生活感、いい意味での「本物」を追求しています。たとえば、ネパールの仏教寺院は現地

の職人さんが正確に曼荼羅を再現しており、正式な寺院としての認定も受けています。こう

いった、そこまでするか、というこだわりは、私たちの研究者魂の表れでもありますが、このリト

ルワールドが、人類の文化的多様性や様 な々価値観を、確かなリアリティをもって受け止めて

もらい、そのことで、人類の可能性を感じ取ってもらうことを目指しているからです。

　最近、この世界ではグローバル化が進んで、人類の文化が一様の方向へと向かっています

し、マネー経済の中へ巻き込まれてもいます。博物館としては、また、観光施設としては、あまり固

定したメッセージばかりを発信したいとは考えていません。訪れた人が、そ

れぞれに何かを、自由に感じ取って欲しいと考えています。しかし、ここリト

ルワールドに立った時には、グローバル化やマネー経済化の意味するもの

について、普段とは違った見方ができるかも知れませんね。

　これからの取り組みとしては、まだ不十分な、中東のイスラム圏につい

ての展示も充実させたいと考えています。最近、様 な々事情から、イスラ

ム地域には、決して好ましくはない偏見が貼られてしまっています。私た

ちの展示によって、それを少しでもやわらげたいとも考えています。その

ためにも、「博物館観光」としてのリトルワールドを、もっと全国的に有名

にしていかないといけないと思っています。皆さん、学生さんたちから見

た時の、感想やアイデアを、是非とも聞かせて欲しいと思っています。

大貫先生はインタヴューに１時間半もの時間を割いて下さった。ここに掲載し
たのは、私たちが皆様に是非ともお伝えしたい内容を中心に編集したものです

INTERVIEW

私たちが受け止めたもの

移築・復元された住居の中に実際に身を置くと、教室
授業での発表へ向けて学んだ知識では到底歯が立

たないということを実感した。私たちの発表は、私たちが
興味を持ったものごとを中心に調べ、それを組み立てたも
のに過ぎない。しかし、実際の住居には様々なものが溢れ
ており、その一つひとつが私たちにそれぞれのメッセージ
を発してくる。それを十分に受け止められない自分に歯が
ゆさを感じた。
　たとえば私たちは、自分の家にあるものなら、それが何
のためにあるものなのか、どのように使うものなのか、大
体のところは分かる。しかし、生業活動や社会構造、信仰
世界の異なる人々の住居に足を踏み入れると、生活用具
の一つひとつが、部屋の間取りが、壁の装飾が、と、何か
ら何までが不思議なものに見えてくる。
　それにしても思う。人類学者たちのフィールドワークと
は、いったい、どんなものなのだろう。もし、道具の一つ
ひとつまで、その作り方から使い方までを知り抜かないと、
文化や社会について論じられないのだとしたら……。
　リトルワールドに展示されている住居は、フィールドワー
クを通してそれぞれの地域に通じた人類学者たちが選ん
で移築・復元したものである。今回、私たちは、そんな人
類学者たちの仕事の中へ、一歩足を踏み入れただけかも
知れない。しかし、その経験を通して、文化や社会を論じ
ることの困難と魅力との両方を感じ取ることができたと思う。

現地では軒を連ねて集落の景観を形造っている筈の
住居も、ここリトルワールドでは単独の建築物になっ

てしまう。しかし、それでも一つひとつの住居は私たちを
圧倒する力を持っている。見学の最初に出迎えて下さった
学芸員の亀井哲也先生がおっしゃった、「リトルワールドで

は、住居を、人間が作り用いる、大きな道具だと考えてい
ます。そこに住んでいる人びとの生活や知恵、すなわち社
会と文化が、そこにはぎっしりと詰まっている筈です」とい
う言葉通りである。
　一つひとつの住居の佇まいや、その内部の細々とした造
りや生活道具に目を凝らしながら、そして同時に、幾つも
の住居が何軒も連なって形造られる集落の社会・文化的
景観の中に包まれること。そんな現地訪問・現地滞在の
旅行をしたいと、あらためて強く感じた。

リトルワールドの本館展示・野外展示を、自分たちで解
説を加えながら観察し、その上で、かつてリトルワール

ドの開館へ向けて実際に世界各地へ出かけ、展示物の収
集や住居建築の移築・復元に関わってこられた現・館長の
大貫先生への長時間にわたるインタヴューも実現した。
　こういった貴重な経験を通して私たちが感じ取ったのは、
リトルワールドや大貫先生が目指している、①人類や世
界の諸民族文化に関する学術的な人類学博物館としての
性格、②観光施設としての性格、の両立という理念である。
リトルワールドは、たとえば一つひとつの住居が高度に学
術的な裏づけの上に移築・復元された研究・教育施設で
ある。そこには、今や現地でも博物館に収まっている文化
財とも呼べるようなものも少なくない。しかし、それら住居
は、すべて訪問客（観光客）に自由に開放されている。
　振り返って考えた時、私たち自身は、観光と文化との関
係を学術的に考えることを目指して設置された観光学部交
流文化学科の第一期生である。リトルワールドは、そんな
私たちにとって、常に勉強・研究の出発点・参照点になる
ところであると思う。

サモア諸島の、壁のない円形住居。海をイメー
ジした大きな池が造られ、その岸辺に、ミクロ
ネシア・ヤップ島の住居とポリネシア・サモア
の住居が並ぶ。サンゴ石を積んで造った基壇
の上の住居に入ると、涼しい風が吹き抜けた。
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長江 上海
武漢

九江
廬山

南京

鎮江

重慶

廬山は、上海から約600km。長江河畔の
九江市または南昌市からアクセスする

ヒル・ステーションが建設された廬山は古くから名勝として、
また宗教的な名山として広く知られた場所であった

廬山の山上に19世紀後半から計画的に開発された別荘群。ここだけは、西洋のリゾートを見るようだ
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国
の
内
陸
部
の
大
河
河
畔
の

都
市
に
租
界
が
増
え
て
い
っ
た
。
長
江
沿
岸
で
は
、
上

海
、
鎮
江
、
南
京
、
九
江
、
武
漢
、
重
慶
に
租
界
が
設

置
さ
れ
た
。

外
国
人
は
こ
の
租
界
で
は
自
由
に
居
住
、
旅
行
、
布

教
、
通
商
し
、
学
校
や
病
院
、
教
会
も
設
立
し
た
。
廬

山
の
麓
に
あ
る
町
、
九
江
に
も
イ
ギ
リ
ス
人
の
租
界
が

河
岸
に
沿
っ
て
で
き
た
。

ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
廬
山
の
形
成

廬
山
に
最
初
の
別
荘
を
造
り
は
じ
め
た
の
は
、
フ
ラ

ン
ス
の
宣
教
師
で
あ
る
。1
8
7
0
年
代
、廬
山
の
北
麓
、

蓮
花
洞
の
海
抜
1
0
0
m
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
海
抜
か
ら
見
る
と
、
避
暑
型
の
別
荘
で
は
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
イ
ギ
リ
ス
人
や
ロ
シ
ア
人

の
宣
教
師
と
商
人
た
ち
が
廬
山
北
麓
龍
門
山
南
の
九
峰

寺
、
海
抜
6
0
0
m
の
と
こ
ろ
に
別
荘
を
造
っ
た
。
た

だ
し
、
こ
れ
ら
の
別
荘
の
建
築
は
大
規
模
な
も
の
で
は

な
く
、個
別
に
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。例
え
ば
、

1
8
8
5
年
に
は
、
九
江
の
税
務
署
に
つ
と
め
る
ロ
シ

ア
人
が
、
山
麓
の
寺
の
土
地
に
別
荘
を
建
て
た
。

海
抜
1
1
0
0
m
の
地
域
一
帯
が
避
暑
型
の
別
荘
地

と
し
て
本
格
的
に
開
発
が
進
む
の
は
、
1
8
8
5
年

（
明
治
18
）
に
イ
ギ
リ
ス
人
の
李
徳
立
（
中
国
名
／
本
名 

Edw
ard Selby Little 1864-1939

）
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

李
徳
立
は
、
廬
山
北
麓
の
獅
子
庵
、
九
峰
寺
の
一
帯

を
視
察
し
た
が
、
九
江
か
ら
近
い
九
峰
寺
あ
た
り
に
別

荘
を
建
て
る
構
想
を
持
っ
て
い
た
が
、
土
地
が
な
か
な

か
借
用
で
き
な
か
っ
た
。
19
世
紀
後
半
に
な
る
ま
で
清

朝
が
条
約
で
認
め
た
九
江
の
開
港
場
し
か
、
外
国
人
は

居
住
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
長
江
の

沿
岸
は
中
国
で
も
暑
さ
が
厳
し
い
と
こ
ろ
と
し
て
知
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
夏
の
暑
さ
に
耐
え
ら
れ
な
い
西
洋
人

は
何
と
か
し
て
避
暑
地
を
造
ろ
う
と
考
え
た
。
山
麓
に

別
荘
を
造
る
こ
と
を
断
念
し
た
李
徳
立
は
山
の
上
に
目

を
向
け
た
。
山
頂
部
に
あ
る
拈
牛
嶺
一
帯
の
緩
や
か
な

丘
陵
地
帯
が
気
に
入
り
、
地
元
民
か
ら
こ
の
場
所
を
永

久
借
用
し
て
避
暑
用
の
別
荘
を
建
て
始
め
た
。
冷
涼
な

空
気
と
霧
の
多
い
気
候
、
そ
し
て
山
に
木
が
少
な
か
っ

た
こ
と
が
遠
く
離
れ
た
故
郷
の
風
景
に
似
て
い
た
に
違

は
じ
め
に

イ
ン
ド
や
東
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
欧
米
人
が
開
発
し
た
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
、
日
本
の
高
原
に
や
は
り
欧
米

人
が
開
発
の
先
鞭
を
つ
け
た
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
そ
の
存
在
は
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、調
査
や
研
究
も
様
々

な
角
度
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、中
国
本
土
の
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ヒ
ル
・
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
存
在
し
た
こ
と
へ
の
認
識
も
希
薄
で
あ
り
、
少
数
例
を
除
い
て
調
査
・
研
究
は
多
い
と
は
言
え
な
い
。

そ
れ
に
は
訳
が
あ
る
。
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
植
民
地
に
お
い
て
、
宗
主
国
側
の
白
人
の
た
め
の
高
原
避

暑
地
を
指
す
の
が
一
般
的
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
欧
米
諸
国
の
完
全
な
植
民
地
と
な
っ
た
わ
け
で

は
な
い
中
国
の
高
原
に
営
ま
れ
た
サ
マ
ー
リ
ゾ
ー
ト
は
、
上
記
の
定
義
の
上
で
は
、
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
言

え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

日
本
で
も
、
軽
井
沢
や
箱
根
、
六
甲
山
、
雲
仙
な
ど
外
国
人
が
そ
の
開
発
に
関
わ
っ
た
地
域
は
多
い
が
、
日
本
の

高
原
避
暑
地
を
「
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
呼
ば
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、
ア
ヘ
ン
戦
争
以
降
、
西
欧

列
強
や
日
本
が
進
出
し
、
不
平
等
条
約
の
締
結
に
よ
っ
て
半
植
民
地
化
が
進
ん
だ
歴
史
か
ら
見
て
も
、
中
国
に
ヒ
ル
・

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
的
な
場
所
が
存
在
し
な
い
こ
と
の
方
が
考
え
に
く
い
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
中
国
の
山
岳
避
暑

地
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
て
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
は
わ
が
国
に
お
い
て
は
知
ら
れ
て
い
な
い
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
上
海
を
母
都
市
と
す
る
「
廬
山
」
は
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。

本
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
廬
山
の
形
成
過
程
を
中
心
に
報
告
す
る
。
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廬山の山上にできた整然と建設された避暑都市の市街地の様子（1900年頃）
出典:Tess Johnston and Deke Erh（1995）. Near to Heaven:Western Architecture in China's Old Summer Resorts. Old China Press.

廬山の計画的開発を主導した李徳立の別荘。
現在、別荘は荒れ果てた状態にある

36

い
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
建
物
は
完
成
す
る
前
に
「
西
洋
人
嫌

い
」の
地
元
民
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
時
、

日
清
戦
争
で
敗
れ
た
清
政
府
は
外
交
圧
力
を
受
け
、
廬

山
一
帯
を
外
国
人
が
土
地
を
購
入
し
て
避
暑
地
と
す
る

こ
と
を
認
め
た
。
こ
う
し
て
中
国
の
半
植
民
地
化
が
進

む
過
程
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
ほ
か
に
ア
メ
リ
カ

人
や
ロ
シ
ア
人
の
宣
教
師
、
そ
し
て
商
人
た
ち
も
続
々

と
廬
山
に
別
荘
を
建
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、

英
、
米
、
仏
、
独
、
露
な
ど
の
18
カ
国
の
人
々
が
次
々

に
廬
山
に
や
っ
て
き
て
、
拈
牛
嶺
に
別
荘
を
建
て
る
よ

う
に
な
っ
た
。

ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
廬
山
の

別
荘
地
と
し
て
の
発
展

土
地
を
購
入
し
た
李
徳
立
は
、
本
格
的
に
別
荘
地
の

建
設
を
始
め
た
。
ま
ず
、
拈
牛
嶺
会
社
を
設
立
し
、
山

麓
か
ら
山
頂
へ
の
道
路
を
作
っ
て
、
別
荘
地
の
建
設
を

計
画
し
た
。
最
初
購
入
し
た
4
5
0
0
畝
の
土
地
を
分

譲
し
て
上
海
、武
漢
な
ど
に
住
む
外
国
人
に
売
り
始
め
、

数
年
の
う
ち
に
全
部
を
売
り
切
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し

て
さ
ら
に
新
し
い
土
地
を
購
入
す
る
計
画
を
立
て
た
。

廬
山
の
避
暑
地
の
発
展
は
、
1
9
1
7
年
8
月
の
調

査
で
別
荘
5
6
0
棟
、
1
7
3
3
人
の
外
国
人
（
う
ち

英
国
人
6
7
8
人
、
米
国
人
6
7
2
人
、
ド
イ
ツ
人
1
5
3
人
、

日
本
人
28
人
）
が
暮
ら
し
て
い
た
。
他
に
別
荘
な
ど
に
住

み
込
み
で
働
く
中
国
人
が
1
1
2
6
人
い
た
。
避
暑
地

に
避
暑
協
会
が
作
ら
れ
、
避
暑
協
会
は
、
別
荘
所
有
者

か
ら
土
地
税
と
し
て
年
25
元
、
家
屋
税
と
し
て
15
元
、

店
舗
所
有
者
か
ら
は
営
業
税
と
し
て
年
5
〜
10
元
、
別

荘
所
有
者
か
ら
は
人
頭
税
と
し
て
年
1
元
、
観
光
客
か

ら
通
行
税
と
し
て
1
元
を
徴
収
し
、
道
路
整
備
や
衛
生

管
理
、警
察
署
や
図
書
館
の
運
営
経
費
に
充
て
て
い
た
。

避
暑
地
に
隣
接
し
て
、
外
国
人
相
手
や
中
国
人
観

光
客
向
け
の
商
売
を
す
る
中
国
人
街
が
生
ま
れ
、
そ
こ

に
は
約
2
0
0
0
人
が
住
ん
で
い
た
。
別
荘
の
建
設

と
と
も
に
、
商
店
や
ホ
テ
ル
、
病
院
、
学
校
、
教
会
な

ど
商
業
施
設
や
公
共
施
設
も
次
々
と
設
け
ら
れ
た
。

1
9
3
0
年
の
統
計
で
、
別
荘
7
8
8
棟
（
う
ち
イ
ギ
リ

ス
租
界
地
域
に
5
2
6
棟
、ロ
シ
ア
租
界
地
域
他
に
2
6
2
棟
）、

店
舗
86
軒
が
あ
る
。
店
舗
な
ど
の
内
訳
は
、
食
品
・
雑

貨
店
23
軒
、
薬
局
5
軒
（
西
洋
薬
2
、
漢
方
薬
3
）、
病
院

4
カ
所
な
ど
で
あ
る
。
公
共
施
設
は
小
学
校
3
校
、
遊

楽
園
1
カ
所
、
浴
場
1
カ
所
、
水
泳
プ
ー
ル
5
カ
所
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
18
カ
所
、
映
画
館
1
カ
所
で
あ
る
。
最

盛
期
の
1
9
3
7
年
に
は
、
拈
牛
嶺
町
の
店
舗
は
、

2
6
0
軒
を
数
え
た
。
別
荘
地
全
体
と
し
て
、
一
つ
の

「
山
中
都
市
」（
李
四
光
）
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、

廬
山
に
は
地
域
全
体
を
管
理
す
る
行
政
機
関
「
廬
山
管

理
局
」
も
設
立
さ
れ
、
江
西
省
政
府
の
直
接
管
理
下
に

お
か
れ
た
。

廬
山
が
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

選
定
さ
れ
た
理
由

最
も
大
き
な
理
由
は
、
気
温
と
の
関
係
が
ま
ず
挙
げ

ら
れ
る
。
冷
房
装
置
が
な
い
時
代
に
ア
ジ
ア
に
や
っ
て

き
た
西
洋
人
は
暑
さ
に
苦
し
ん
だ
。
特
に
、
長
江
流
域

の
南
京
、
武
漢
、
重
慶
は
中
国
の
三
大
火
炉
（
竃
）
と

称
さ
れ
る
ほ
ど
の
酷
熱
の
地
で
あ
る
。
火
炉
に
な
る
夏

を
快
適
に
過
ご
す
場
所
と
し
て
、
廬
山
は
極
め
て
重
要

な
土
地
で
あ
っ
た
。
李
徳
立
は
『
拈
牛
嶺
開
僻
記
』
に
、

「
九
江
の
夏
は
特
別
に
暑
い
、
こ
の
暑
さ
を
し
の
ぐ
た
め

に
、
避
暑
地
を
探
す
の
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
」
と
述

べ
て
い
る
。
廬
山
の
別
荘
地
は
、
標
高
1
1
0
0
か
ら

1
2
0
0
m
に
立
地
し
て
お
り
、
九
江
よ
り
約
7
度
程

度
低
く
て
過
ご
し
や
す
か
っ
た
。

別
荘
地
に
な
る
前
の
土
地
は
、
廬
山
の
中
央
部
に
あ

る
緩
や
か
な
傾
斜
の
場
所
で
、
李
徳
立
が
自
ら
の
別
荘

を
建
設
し
た
頃
は
、
数
カ
所
の
荒
廃
し
た
寺
院
し
か
見

え
な
か
っ
た
と
、
彼
自
身
が
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

場
所
は
、詩
人
に
愛
さ
れ
た
廬
山
の
山
麓
で
は
あ
る
が
、

李
白
や
白
居
易
な
ど
の
詩
文
に
は
登
場
す
る
こ
と
の
な

い
場
所
で
あ
る
。
ま
た
、
建
設
当
初
は
、
樹
木
す
ら
も

ま
ば
ら
だ
っ
た
こ
と
は
、
日
本
の
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
も

通
ず
る
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。

廬
山
に
お
け
る
別
荘
地
開
発

李
徳
立
は
土
地
を
購
入
し
た
後
、「
大
英
執
事
会
」
と

い
う
開
発
機
関
を
設
立
し
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
中

国
人
の
設
計
士
を
雇
用
し
た
。
土
地
は
2
5
0
区
画
に

分
け
ら
れ
、
ハ
ウ
ス
ナ
ン
バ
ー
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

一
つ
の
区
画
内
に
建
物
を
で
き
る
だ
け
上
方
に
建
て
、

建
坪
率
の
上
限
を
15
％
に
設
定
し
た
。
さ
ら
に
川
沿
い

に
広
く
土
地
を
用
意
し
、
公
園
（Lindsay Park

）
を
造
っ

た
。
李
の
計
画
は
、
堂
々
と
し
て
お
り
、
既
に
ど
こ
か

で
の
成
功
を
見
て
確
信
し
て
い
る
よ
う
だ
。
軽
井
沢
の

細
々
と
し
た
A.

C.

シ
ョ
ー
の
も
の
と
は
違
う
。
別
荘

地
で
は
あ
る
が
、
都
市
を
計
画
す
る
よ
う
に
、
整
然
と

区
画
さ
れ
、
道
路
に
も
樹
木
に
よ
っ
て
修
景
さ
れ
た
分

離
帯
を
持
つ
道
路
と
堅
固
な
石
積
み
の
階
段
を
持
つ
歩

行
者
専
用
道
も
整
備
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
、
欧
米
の
都

市
計
画
の
先
端
的
な
手
法
が
導
入
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

ま
た
、
彼
ら
西
洋
人
の
別
荘
は
見
晴
ら
し
の
良
い
山

の
中
腹
や
水
辺
に
構
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
拈

牛
嶺
は
廬
山
の
稜
線
に
あ
る
が
、
比
較
的
緩
や
か
な
斜

面
が
広
が
る
土
地
で
あ
る
。
洋
風
の
別
荘
は
、
建
物
や

外
構
部
も
開
放
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
中
国
人
の
別
荘

は
門
を
構
え
、
塀
を
巡
ら
し
て
閉
鎖
的
に
見
え
る
。
敷

地
は
垣
や
擁
壁
に
よ
っ
て
明
確
な
区
画
境
界
を
持
ち
、

宅
地
内
に
は
樹
木
が
多
く
植
え
ら
れ
た
。こ
の
事
情
は
、

特集　ヒル・ステーション　中国のヒル・ステーション「廬山」37

長江沿岸の租界と設置年

都市	 最初の開設年	 開設国

上海	 1843	 イギリス（1843）、アメリカ（1846）、

		  フランス（1849）

鎮江	 1861	 イギリス（1861）

九江	 1861	 イギリス（1861）

漢口	 1861	 イギリス（1861）、フランス（1863）、

		  ロシア（1896）、日本（1898）

重慶	 1901	 日本（1901）
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軽
井
沢
に
お
け
る
欧
米
人
と
日
本
人
の
風
景
の
好
み
の

対
比
に
よ
く
似
て
い
る
。

別
荘
建
築
は
、
地
域
で
産
出
す
る
石
材
を
構
造
と
す

る
石
造
で
、
周
囲
に
テ
ラ
ス
を
巡
ら
せ
た
バ
ン
ガ
ロ
ー

形
式
（
イ
ン
ド
の
ベ
ン
ガ
ル
地
方
の
建
築
様
式
で
軽
井
沢
の

初
期
別
荘
も
木
造
で
簡
素
な
が
ら
同
じ
形
式
）
を
持
つ
。
そ

れ
ぞ
れ
の
別
荘
に
は
、
所
有
者
の
母
国
に
由
来
す
る
多

少
の
特
徴
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
式
、
イ
ギ
リ
ス
式
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
式
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式
な
ど
の
説
明
が

あ
る
が
、
建
築
学
的
に
は
、
意
味
が
な
い
も
の
だ
ろ
う
。

今
後
の
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

「
廬
山
」
研
究
の
視
点

廬
山
の
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

か
ら
本
格
的
に
研
究
を
始
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
い

く
つ
か
研
究
の
視
点
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
と
思

う
。ま

ず
は
、
イ
ン
ド
あ
た
り
か
ら
始
ま
っ
た
と
思
わ
れ

る
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
歴
史
や
形
成
過
程
の
中
で

中
国
の
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が

必
要
な
作
業
だ
ろ
う
。

次
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
師
が
果
た
し
た
役
割

を
探
っ
て
み
た
い
。
各
宗
派
の
別
荘
が
あ
る
が
、
メ
ソ

ジ
ス
ト
派
の
宣
教
師
の
別
荘
が
目
立
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
18
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
で
生
ま
れ
た
メ
ソ
ジ
ス
ト

は
、
本
国
イ
ギ
リ
ス
で
は
さ
ほ
ど
大
き
な
勢
力
に
な
ら

な
か
っ
た
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ

な
ど
に
早
く
か
ら
普
及
し
た
。
現
在
ア
メ
リ
カ
で
は
信

徒
数
が
2
番
目
に
多
い
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
団
と
な
っ

て
い
る
。
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
特
徴
と
し
て
は
、
日
課
を

区
切
っ
た
厳
格
な
禁
欲
主
義
な
生
活
方
法（
メ
ソ
ッ
ド
）

を
推
奨
し
、
こ
れ
が
実
践
で
き
て
い
る
か
を
お
互
い
に

報
告
し
合
う
教
会
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
視
し
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
、
教
会
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
場
と
し
て
、
リ
ゾ
ー

ト
と
も
相
性
が
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ア

メ
リ
カ
の
リ
ゾ
ー
ト
の
嚆
矢
は
、
1
8
3
5
年
に
マ
ー

サ
ス
・
ビ
ン
ヤ
ー
ド
島
で
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
信
者
が
夏

に
キ
ャ
ン
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と

言
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
も
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、李
徳
立
に
代
表
さ
れ
る
イ
ン
ド
の
ヒ
ル
・

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
経
験
を
積
ん
だ
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
流

れ
と
、
ア
メ
リ
カ
の
キ
リ
ス
ト
教
関
係
者
の
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
の
場
所
の
流
れ
が
交
錯
し
て
い
る
の
が
「
廬

山
」
で
あ
る
と
に
ら
ん
で
い
る
の
だ
が
。

別荘地内の植栽され修景された分離帯。ロータリーとしても使えるほど余裕を持って作られている

廬山別荘地配置計画図。大規模に計画的に都市づくりが行われたことが伺える
出典:Tess Johnston and Deke Erh（1995）. Near to Heaven:Western Architecture in China's Old Summer Resorts. Old China Press.

石積みの遊歩道

国民党時代に蒋介石と宋美麗が夏を過ごした別荘
（美廬別荘）

テラスを周囲に配平屋が多い廬山の典型的な石造の別荘建築

特集　ヒル・ステーション　中国のヒル・ステーション「廬山」
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回
は
、本
号
に
中
国
の
ヒ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

執
筆
し
た
安
島
博
幸
教
授（
観
光
学
部
）の

日
本
の
戦
前
の
リ
ゾ
ー
ト
史
に
関
す
る
自
著
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。

こ
の
本
は
、
ぼ
く
が
東
京
工

業
大
学
社
会
工
学
科
の
研

究
室
で
１
９
８
４
年
以
来
、

取
り
組
ん
で
き
た
「
わ
が
国
に
お
け
る

戦
前
の
リ
ゾ
ー
ト
に
関
す
る
一
連
の
研

究
」
を
下
敷
き
に
書
き
下
ろ
し
た
も
の

で
す
。
当
時
は
１
９
８
７
年
の
リ
ゾ
ー

ト
法
成
立
に
よ
る
リ
ゾ
ー
ト
ブ
ー
ム
が

起
こ
り
、
欧
米
の
先
進
事
例
の
視
察
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

ぼ
く
は
リ
ゾ
ー
ト
計
画
を
立
て
る
に
あ

た
っ
て
、
日
本
の
リ
ゾ
ー
ト
の
原
型
に

立
ち
返
っ
て
み
る
こ
と
が
必
要
だ
と
感

じ
て
い
ま
し
た
。

リ
ゾ
ー
ト
は
夢
の
理
想
郷
だ
っ
た　

こ
の
本
の
中
で
最
も
書
き
た
か
っ
た

の
は
、
９
章
「
理
想
郷
と
し
て
の
別
荘

地
」で
す
。現
在
の
リ
ゾ
ー
ト
と
い
え
ば
、

ビ
ー
チ
で
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
や
高
原

で
の
ゴ
ル
フ
、
ス
キ
ー
な
ど
ス
ポ
ー
ツ

が
中
心
で
す
が
、
戦
前
の
日
本
の
別
荘

地
の
歴
史
を
ひ
も
と
い
て
い
く
と
、
別

の
切
り
口
が
見
え
て
き
ま
す
。そ
れ
は
、

リ
ゾ
ー
ト
に
と
っ
て
社
交
空
間
が
い
か

に
大
事
だ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

た
と
え
ば
、
軽
井
沢
は
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
の
宣
教
師
た
ち
が
構
え
た
別
荘
の

建
設
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
、
宣

教
師
以
外
の
外
国
人
も
増
え
、
明
治
28

年
に
は
万
平
ホ
テ
ル
、
明
治
39
年
に
は

三
笠
ホ
テ
ル
が
開
業
し
、
避
暑
地
の
サ

ロ
ン
と
し
て
外
国
人
同
士
の
交
流
の
場

と
な
り
ま
し
た
。
明
治
時
代
の
政
財
界

の
要
人
は
相
次
い
で
軽
井
沢
に
別
荘
を

建
て
、
外
国
人
と
パ
ー
テ
ィ
や
舞
踏
会

を
開
い
た
と
い
い
ま
す
。リ
ゾ
ー
ト
は
、

西
欧
の
生
活
様
式
に
深
い
関
心
を
持
っ

て
い
た
当
時
の
日
本
の
上
流
階
級
の

人
々
が
、
都
市
で
は
か
な
わ
ぬ
夢
を
実

現
す
る
た
め
の
理
想
郷
だ
っ
た
の
で
す
。

送
電
線
は
な
ぜ
醜
い
か

工
学
部
出
身
の
ぼ
く
が
、
な
ぜ
こ
う

し
た
研
究
を
始
め
た
の
か
。
民
間
研
究

機
関
に
勤
め
て
い
た
頃
、
送
電
線
の
景

観
に
与
え
る
影
響
と
計
画
に
関
す
る
研

究
を
し
て
い
ま
し
た
。
地
域
に
送
電
線

を
計
画
す
る
際
、
な
る
べ
く
人
の
目
に
触

れ
な
い
よ
う
な
導
線
を
考
え
る
の
で
す

が
、
ど
う
し
て
送
電
線
は
忌
み
嫌
わ
れ

る
の
か
。そ
れ
が
疑
問
に
思
え
た
の
で
す
。
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リ
ゾ
ー
ト
計
画
に

役
立
つ
知
見
と
し
て
の

歴
史
研
究

日
本
別
荘
史
ノ
ー
ト  

リ
ゾ
ー
ト
の
原
型

安
島
博
幸
・
十
代
田
朗 

著　
住
ま
い
の
図
書
館
出
版
局
（
一
九
九
一
）　

二
三
三
〇
円
＋
税

リ
ゾ
ー
ト
に
は
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
や
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
は
社

交
的
で
あ
り
な
が
ら
排
他
的
な
空
間
で

も
あ
っ
た
。
い
つ
の
時
代
も
人
の
求
め

て
い
る
も
の
は
ど
こ
か
似
て
い
ま
す
。

今
日
に
お
い
て
も
リ
ゾ
ー
ト
に
は
人
が

知
り
合
っ
た
り
交
流
し
た
り
す
る
た
め

の
ク
ラ
ブ
の
よ
う
な
空
間
や
組
織
が
必

要
だ
と
思
う
。
そ
う
し
な
い
と
、
長
く

滞
在
で
き
な
い
か
ら
。
ず
っ
と
同
じ
場

所
に
い
る
と
飽
き
ち
ゃ
う
ん
で
す
ね
。

こ
う
し
た
発
想
は
、
今
後
の
日
本
の
リ

ゾ
ー
ト
開
発
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
も

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
リ
ゾ
ー
ト
計
画

に
役
立
つ
知
見
を
歴
史
研
究
か
ら
得
る

と
は
こ
う
い
う
こ
と
で
す
。

新
し
い
実
験
場
と
し
て
の
リ
ゾ
ー
ト

１
９
８
０
年
代
、
バ
ブ
ル
景
気
で
数

多
く
の
リ
ゾ
ー
ト
施
設
が
開
発
さ
れ
ま

し
た
が
、
薄
っ
ぺ
ら
い
も
の
ば
か
り
が

残
っ
た
と
い
う
実
感
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
に
リ
ゾ
ー
ト
の
哲
学
が
な
か
っ
た
か

ら
で
し
ょ
う
。
歴
史
研
究
か
ら
導
か
れ

た“
社
交
”と
い
う
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
、
計
画
の
中
に
活
か
さ
れ
れ
ば
、

リ
ゾ
ー
ト
の
形
は
違
っ
た
も
の
に
な
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

歴
史
的
に
み
る
と
、
リ
ゾ
ー
ト
に
は

新
し
い
生
活
の
実
験
場
と
し
て
の
側
面

も
あ
り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
東
京
で

は
畳
の
生
活
を
し
て
い
て
も
、
別
荘
地

で
は
西
洋
風
に
イ
ス
と
テ
ー

ブ
ル
の
生
活
を
試
し
て
み

る
。
電
信
や
電
話
と
い
っ
た

文
明
の
利
器
が
、
政
財
界
の

要
人
の
集
ま
る
別
荘
地
に
い

ち
早
く
導
入
さ
れ
た
。
そ
こ

は
新
し
い
生
活
や
技
術
を
試

す
の
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所

だ
っ
た
の
で
す
。

リ
ゾ
ー
ト
に
は
み
ん
な
が

同
じ
鉄
を
使
っ
た
構
造
物
で
あ
る
橋

は
名
所
に
な
る
の
に
、
な
ぜ
人
は
送
電

線
を
醜
い
と
感
じ
る
の
か
？　

そ
の
イ

メ
ー
ジ
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
か
。
そ
も

そ
も
美
し
い
風
景
と
は
何
か
。
し
か
も

そ
れ
は
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
る
。
そ
う

考
え
る
う
ち
、
景
観
に
つ
い
て
哲
学
し

て
み
な
い
と
気
が
す
ま
な
く
な
っ
て
き

た
。ぼ
く
の
歴
史
研
究
の
手
が
か
り
は
、

送
電
線
の
研
究
か
ら
得
た
の
で
す
。

大
学
時
代
か
ら
観
光
地
計
画
を
研
究

し
て
い
た
の
で
、
次
の
テ
ー
マ
は
何
に

し
よ
う
か
と
考
え
た
と
き
、
リ
ゾ
ー
ト

や
別
荘
に
投
影
さ
れ
た
人
間
の
見
え
な

い
部
分
を
知
る
た
め
に
は
、
歴
史
研

究
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。
人
は
リ

ゾ
ー
ト
に
何
を
求
め
て
い

る
の
か
。
戦
前
の
日
本
の

リ
ゾ
ー
ト
の
施
設
や
制
度

か
ら
人
間
の
深
い
欲
望
を

探
り
だ
せ
な
い
か
と
考
え

た
。な

か
で
も
重
要
だ
と
考

え
た
の
が
、
前
述
し
た
社

交
空
間
と
い
う
リ
ゾ
ー
ト

の
機
能
で
し
た
。
戦
前
の

憧
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
舶
来
の
も
の
は

い
ま
よ
り
ず
っ
と
ま
ぶ
し
く
見
え
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
い
ま
の
時
代
の
観
光
地
計

画
で
も
そ
の
重
要
性
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

ぼ
く
が
大
学
を
卒
業
し
た
の
は

１
９
７
3
年
の
こ
と
で
す
が
、
当
時
観

光
地
が
衰
退
す
る
な
ど
と
は
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
多

く
の
観
光
地
の
盛
衰
を
見
て
き
た
。
こ

う
し
て
み
る
と
、
観
光
地
も
時
間
軸
で

見
て
い
か
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
い
ま

だ
け
の
流
行
を
追
っ
て
い
る
と
、
10

年
後
に
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
い
ま

ぼ
く
の
ゼ
ミ
で
も
観
光
地
が
飽
き
ら
れ

ず
、
長
続
き
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要

か
を
研
究
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
を
考
え
る
う
え
で
も
、
軽
井
沢
が

な
ぜ
人
気
を
保
っ
て
い
る
か
、
歴
史
か

ら
学
ぶ
こ
と
は
大
切
で
す
。

リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
お
い
て
も
、
そ
の

地
域
を
長
く
支
え
て
い
く
も
の
を
つ
く

る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
知
る
に

は
、
歴
史
の
価
値
を
ど
う
見
る
か
が
問

わ
れ
る
。
そ
れ
は
人
間
研
究
で
も
あ
る

の
で
す
。（
２
０
０
７
年
７
月
９
日　

安
島

研
究
室
に
て
）

安島博幸教授
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ブ
ラ
ジ
ル
と
ど
う
関
わ
る
か―

グ
ロ
ー
カ
ル
時
代
の
日
伯
関
係

L
e

c
tu

re

最
近
の
講
演
会
か
ら

2
0
0
8
年
は
日
本
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
住
が
始
ま
っ
て
百
周
年
に
あ
た
る
。

最
近
で
は
、ブ
ラ
ジ
ル
日
系
人
が
日
本
に
移
住
す
る「
還
流
現
象
」が
見
ら
れ
る
。

ブ
ラ
ジ
リ
ア
大
学
外
国
語
・
翻
訳
学
部
の
根
川
幸
男
助
教
授
に

両
国
の
新
し
い
関
係
や
異
文
化
と
の
つ
き
あ
い
方
を
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

皆
さ
ん
は
ブ
ラ
ジ
ル
と
い
う
国
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
だ
ろ
う
か
。
ブ
ラ
ジ

ル
と
い
う
と
ど
の
よ
う
な
言
葉
を
思
い
浮
か
べ
る

だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
サ
ッ
カ
ー
か
も
し
れ
な
い
。

た
し
か
に
日
本
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
は
サ
ッ
カ
ー
が
さ

か
ん
で
、
し
か
も
強
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

よ
う
だ
。ほ
か
に
は
リ
オ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
の
よ
う
に
、

サ
ン
バ
の
熱
狂
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
ま
た
、コ
ー
ヒ
ー
の
産
地
と
し
て
も
有
名
だ
。

し
か
し
、
他
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
こ
と
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ブ
ラ

ジ
ル
は
日
本
か
ら
は
地
球
の
裏
側
に
あ
り
、
非
常

に
遠
い
国
で
あ
る
。
今
日
は
、
そ
の
よ
う
な
ブ
ラ

ジ
ル
と
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
い
っ
た
ら
よ
い
の
か
と
い
う
問
題
を
考
え
て
み

た
い
と
思
う
。

2
0
0
8
年
は
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
百
周
年

日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
関
わ
り
を
歴
史
的
に
見
て

み
る
と
、
日
本
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
住
が
行
わ
れ

た
こ
と
か
ら
そ
の
関
係
が
始
ま
っ
た
と
い
っ
て
よ

い
。
今
か
ら
百
年
ほ
ど
前
の
こ
と
だ
。
実
は
来
年

の
2
0
0
8
年
は
、
日
本
か
ら
の
移
住
が
始
ま
っ
て

1
0
0
年
目
の
年
で
あ
り
、
日
本
ブ
ラ
ジ
ル
交
流

百
周
年
を
記
念
し
て
各
種
の
行
事
が
行
わ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
最
近
で
は
、
皆
さ
ん
も
よ
く
知
っ
て
い

る
よ
う
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
の
日
系
人
が
日
本
に

移
住
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
還
流
現
象
」
が

見
ら
れ
る
。
外
国
か
ら
の
労
働
者
と
し
て
日
系
人

が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
人
が
日

本
で
働
く
よ
う
に
な
り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
ブ
ラ

根
川
幸
男

（
ブ
ラ
ジ
リ
ア
大
学
外
国
語
・
翻
訳
学
部
日
本
語
学
科
）

２
０
０
７
年
７
月
２
日

立
教
大
学
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス

５
号
館
５
３
０
３
教
室

ブラジルとどう関わるか―グローカル時代の日伯関係

ジ
ル
か
ら
や
っ
て
き
た
日
系
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

で
は
、
一
方
そ
の
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
日
本
の
こ
と

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
も
ち

ろ
ん
、
多
く
の
日
系
人
が
日
本
へ
行
っ
て
働
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
は
非
常
に
豊
か
な
国
だ
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。

そ
し
て
最
近
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
日
本
の
文

化
が
大
人
気
と
な
っ
て
い
る
。
J
ポ
ッ
プ
と
呼
ば

れ
る
、
い
わ
ゆ
る
日
本
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
が
若

者
の
間
で
大
人
気
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
日
本
に
関
す

る
催
し
物
を
や
る
と
、
日
本
の
ア
ニ
メ
の
主
人
公

の
コ
ス
プ
レ
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
人
が
た
く
さ
ん

集
ま
っ
て
く
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
J
ポ
ッ
プ

の
影
響
で
、
大
学
で
日
本
語
を
習
う
人
も
増
え
て

い
る
。2007 年 2 月、サンパウロ東洋街で行なわれた春節行事

サンパウロ東洋街のシンボル大鳥居

サンパウロ東洋街の中心リベルダーデ広場

ブラジルの特徴はその人種的・文化的多様性にある。「現代日本社会」
の受講生たち

サンパウロのカルナヴァルのディスフィーレ（パレード）

写真 / 根川幸男

※

※「グローカル」とは、グローバルなものとローカルなものが共存している現代の状況を表現している語です。
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異
文
化
を
前
提
に
他
人
と
つ
き
あ
う

こ
の
よ
う
な
現
象
の
背
景
に
は
、
異
文
化
を
自

分
た
ち
の
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
る
、
ブ
ラ
ジ
ル

人
の
寛
容
性
が
あ
る
。
現
在
で
は
そ
の
寛
容
性
は
、

多
文
化
主
義
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は

こ
の
多
文
化
主
義
と
い
う
用
語
は
そ
れ
ほ
ど
歴
史

が
深
い
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
、

そ
の
よ
う
な
用
語
に
か
か
わ
ら
ず
、
異
文
化
を
持

つ
人
々
を
伝
統
的
に
自
分
た
ち
の
や
り
方
で
受
け

入
れ
て
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
異
な
る
文
化
を

持
つ
こ
と
を
前
提
に
他
人
と
つ
き
あ
う
と
い
う
や

り
方
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
人
の
中
で
広
く
普
及
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

日
本
が
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
と
の
交
流
を
深

め
て
い
く
中
で
、
こ
の
よ
う
な
ブ
ラ
ジ
ル
の
や
り
方
、

つ
ま
り
異
な
る
文
化
を
異
な
る
も
の
と
し
て
尊
重
し

な
が
ら
、
そ
の
文
化
と
つ
き
あ
っ
て
い
く
と
い
う
や

り
方
が
、
ひ
と
つ
の
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。（
記
録　

豊
田
由
貴
夫
・
観
光
学
部
）

開催日

2007
4／7 

講演者

勝俣伸
富士屋ホテル株式会社代表取締役社長

演題
最近の観光学部講演会

5／21 何国忠
マラヤ大学中国研究所長 「文化中国」の記憶と現実：マレーシア華人と中国、台湾両岸関係

6／28 クラウディオ・ミンカ
ロンドン大学ロイヤルホロウェイ・カレッジ教授 Tourism Planning and Geographers

6／29 クラウディオ・ミンカ
ロンドン大学ロイヤルホロウェイ・カレッジ教授 地理学者からみた観光研究

サンパウロ東洋街の目抜き通りガルヴォン・ブエノ

ブラジリアでのコスプレコンテスト参加者。ブラジル
でもJ-POPは大人気

7／2 根川幸男
ブラジリア大学外国語・翻訳学部助教授 ブラジルとどう関わるかグローカル時代の日伯関係

2
0
0
6
年
9
月
よ
り
1
年
間
の
予
定
で
英
国

に
滞
在
し
、
同
国
の
観
光
行
動
の
実
態
を
、
歴
史
的

な
観
点
か
ら
追
っ
て
い
る
。
と
く
に
注
目
し
て
い
る

時
代
は
18
世
紀
で
あ
る
。
湖
水
地
方
や
北
ウ
ェ
ー
ル

ズ
、
ハ
イ
ラ
ン
ド
地
方
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
な
ど
は
、

今
で
こ
そ
、
有
名
な
自
然
観
光
地
と
し
て
ひ
ろ
く
知

ら
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
、
英
国
の
人
び
と
に
さ

え
、
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
存
在
で
あ
っ

た
。
そ
れ
が
18
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
に
わ
か
に
脚

光
を
あ
び
、
実
際
に
多
く
の
人
び
と
が
訪
れ
る
観
光

目
的
地
へ
と
変
貌
を
と
げ
る
。
具
体
的
な
変
貌
過
程

の
一
端
は
す
で
に
「
参
考
文
献
」
に
記
し
た
拙
文
に

発
表
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
な
ぜ
こ
の
時
代
に
、

そ
う
し
た
大
き
な
変
化
が
起
き
た
の
か
を
、
当
時
の

文
化
的
・
思
想
的
な
背
景
と
と
も
に
紹
介
す
る
こ
と

と
し
た
い
。

　
イ
タ
リ
ア
絵
画
を
模
し
た

　
英
国
式
「
風
景
庭
園
」
の
誕
生

か
つ
て
の
英
国
で
は
、
上
流
階
級
の
子
弟
た
ち
を

国
際
的
に
通
用
す
る
紳
士
に
仕
立
て
あ
げ
る
た
め
に
、

長
期
の
大
陸
旅
行
を
さ
せ
る
習
慣
が
あ
っ
た
。「
グ

ラ
ン
ド
・
ツ
ア
ー
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
旅
行
は
17
世

紀
後
半
か
ら
18
世
紀
に
か
け
て
と
く
に
盛
ん
で
、
必

ず
訪
問
す
る
目
的
地
は
当
時
の
文
化
的
な
先
進
国
、

フ
ラ
ン
ス
や
イ
タ
リ
ア
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
貴
族

の
社
交
術
を
学
び
、
イ
タ
リ
ア
で
ロ
ー
マ
時
代
の
遺

跡
や
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
芸
術
に
直
接
ふ
れ
る
こ
と
は
、

本
人
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な

く
、
建
築
や
絵
画
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、
英
国
の

文
化
に
ひ
ろ
く
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

自
然
風
景
の
見
方
へ
の
影
響
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
18
世
紀
前
半
ま
で
、
古
代
ロ
ー
マ
へ
の
あ
こ
が

れ
が
強
い
英
国
で
は
、
イ
タ
リ
ア
で
活
躍
す
る
画
家

た
ち
の
描
く
洗
練
さ
れ
た
田
園
風
景
が
、
風
景
美
の

理
想
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
グ
ラ
ン
ド
・
ツ
ア
ー

United
Kingdom

在外研究通信　03

英国における
自然風景美の「発見」
橋本俊哉（観光学部）

2006年9月より1年間の在外研究で英

国に滞在した橋本教授の報告は、18世紀、

湖水地方など自然風景美の発見がもた

らした観光行動の変貌に関する考察。

観光・ホスピタリティ産業の魅力および現代的課題
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1
クロード・ロランの風景画
の再現（スタウアヘッド）

2
風景庭園にとりこまれた
神殿（ストウ）

3
川をせき止めることで出
現した広大な人工池

（ブレナム宮殿）

4
ワイ川下流地域

5
ティンターン僧院

（
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
）
を
は
じ
め
、ス
ト
ウ
（
バ
ッ

キ
ン
ガ
ム
シ
ャ
ー
）、
ス
タ
ウ
ア
ヘ
ッ
ド
（
ウ
イ
ル
ト

シ
ャ
ー
）
な
ど
、
代
表
的
な
風
景
庭
園
が
誕
生
し
て

い
る
。
ケ
ン
ト
の
後
継
者
ラ
ン
ス
ロ
ッ
ト
・
ブ
ラ
ウ

ン
は
、
規
則
的
な
古
典
式
庭
園
を
壊

し
、
奥
行
き
感
を
増
す
独
特
の
植
樹
や
、

時
に
は
川
を
せ
き
止
め
る
よ
う
な
大

胆
な
手
法
を
用
い
て
庭
園
を
改
造
し

た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
そ
の
影
響

は
ひ
ろ
く
英
国
内
に
浸
透
し
た
。
現
在
、

私
た
ち
が
「
イ
ギ
リ
ス
的
」
と
感
じ
る
、

見
晴
ら
し
の
よ
い
の
ど
か
な
田
園
風

景
の
多
く
は
、
実
は
ブ
ラ
ウ
ン
流
に

「
自
然
ら
し
さ
」
を
感
じ
さ
せ
る
よ

う
に
手
が
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
英
国
内
の

 

「
絵
に
な
る
風
景
」
の
探
勝

18
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
イ
タ
リ

ア
絵
画
が
理
想
と
す
る
よ
う
な
風
景

に
加
え
、
想
像
力
を
刺
激
す
る
険
し

い
地
形
な
ど
「
絵
に
ふ
さ
わ
し
い
」

対
象
を
、
英
国
内
の
実
際
の
風
景
の

中
に
見
出
そ
う
と
す
る
よ
う
に
な
る
。

こ
こ
で
、「
険
し
さ
」
の
要
素
が
加

で
イ
タ
リ
ア
を
訪
れ
た
若
様
た
ち
は
、
目
利
き
の
ふ

り
を
し
て
イ
タ
リ
ア
の
絵
画
を
鑑
賞
す
る
の
み
な
ら

ず
、
そ
れ
ら
を
財
力
に
任
せ
て
買
い
あ
さ
り
、
本
国

へ
と
持
ち
帰
っ
て
い
た
。
な
か
で
も
人
気
が
あ
っ
た

の
は
、
地
中
海
世
界
の
自
然
を
舞
台
に
、
古
典
的
な

主
題
を
添
え
た
画
風
で
有
名
な
ク
ロ
ー
ド
・
ジ
ュ
レ

（
ロ
ラ
ン
）
ら
の
作
品
で
あ
る
。
英
国
の
カ
ン
ト
リ
ー

ハ
ウ
ス
を
訪
ね
る
と
、
そ
の
家
に
ゆ
か
り
の
あ
る
肖

像
画
と
と
も
に
、
今
も
こ
の
よ
う
な
風
景
画
が
多
く

飾
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

18
世
紀
に
入
る
と
、
自
ら
の
館
に
そ
れ
ら
の
風
景

画
を
飾
る
だ
け
で
な
く
、
自
宅
の
庭
を
、
理
想
と

す
る
ク
ロ
ー
ド
ら
の
風
景
画
の
よ
う
に
仕
立
て
よ

う
と
す
る
動
き
が
生
ま
れ
る
。
そ
れ
ま
で
は
英
国
で

も
、
規
則
性
・
対
称
性
を
基
軸
と
し
た
庭
園
が
主
流

で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
異
質
な
、

「
自
然
ら
し
さ
」
を
最
大
特
徴
と
す
る
英
国
式
「
風

景
庭
園
」
の
誕
生
で
あ
る
。
実
際
、
そ
の
草
分
け
で

あ
る
造
園
家
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ケ
ン
ト
は
、
も
と
は
イ

タ
リ
ア
で
風
景
画
を
描
い
て
い
た
と
こ
ろ
を
見
出
さ

れ
て
帰
国
し
た
画
家
で
あ
り
、
彼
は
ま
さ
に
絵
に
描

か
れ
た
理
想
の
楽
園
世
界
を
、
地
上
に
再
現
し
よ
う

と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
18
世
紀
前
半
か
ら
半
ば
に
か

け
て
、
現
在
で
も
ケ
ン
ト
の
手
が
け
た
造
園
が
ほ
ぼ

手
つ
か
ず
に
残
さ
れ
て
い
る
ラ
ウ
シ
ャ
ム
・
パ
ー
ク

り
」は
、お
お
い
に
賑
わ
い
を
み
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
く
に
ギ
ル
ピ
ン
が
ワ
イ
川
下
流
地
域
で
「
も
っ
と

も
美
し
く
、
も
っ
と
も
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」
と
絶
賛

し
た
テ
ィ
ン
タ
ー
ン
僧
院
の
廃
墟
は
、
芸
術
家
や
詩

人
た
ち
を
惹
き
つ
け
る
聖
地
と
な
り
、
1
7
9
0

年
代
に
は
、
タ
ー
ナ
ー
や
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
も
繰
り
返

し
訪
れ
、
創
作
活
動
の
糧
と
し
て
い
る
。

18
世
紀
後
半
と
い
え
ば
、
す
で
に
植
民
地
支
配
で

覇
権
を
握
っ
た
英
国
が
、
経
済
的
に
も
産
業
革
命
に

よ
っ
て
急
成
長
を
遂
げ
る
最
中
で
あ
る
。
そ
の
動
き

の
な
か
で
、
自
然
風
景
に
か
ん
し
て

も
、
グ
ラ
ン
ド
・
ツ
ア
ー
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
た
異
国
の
風
景
画
を
モ

デ
ル
と
し
た
も
の
か
ら
、
自
国
に
実

在
す
る
自
然
の
魅
力
に
眼
が
向
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
転
換
期
に
青
年
期
を
過
ご
し

た
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
は
、
そ
の
後
ロ
マ
ン
主
義
に
目
覚

め
、
英
国
人
の
自
然
観
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
に
な
る
。
そ
し
て
彼
が
鉄
道
乗
り
入
れ
計
画
の
反

対
運
動
を
展
開
し
た
湖
水
地
方
は
、
19
世
紀
末
に
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
誕
生
の
舞
台
と
な
る
。
こ
う

し
た
時
代
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
る
と
、
現
在
の

英
国
の
美
し
い
自
然
地
域
で
の
観
光
の
展
開
を
見

る
う
え
で
、
18
世
紀
に
お
け
る
美
意
識
の
大
変
革
は
、

決
し
て
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
動
き
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。

わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
ま
た
、グ
ラ
ン
ド
・
ツ
ア
ー

の
影
響
で
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
キ
リ
ス
ト
教
下
の

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
ア
ル
プ
ス
山
脈
は
、

そ
れ
ま
で
嫌
悪
の
対
象
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
人
び
と
が
実
際
に
ア
ル
プ
ス
越
え
を
体
験

す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
偉
大
さ
、
崇
高

さ
が
認
識
さ
れ
、
明
る
く
輝
か
し
い
存
在
と
み
な
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
18

世
紀
に
生
じ
た
美
意
識
の
大
転
換
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
英
国
の
代
表
的

な
風
景
庭
園
の
ひ
と
つ
、
ス
ト
ウ
を
訪
れ
て
独
自
の

風
景
理
論
の
着
想
を
え
た
青
年
が
い
た
。
湖
水
地
方

出
身
の
牧
師
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ギ
ル
ピ
ン
で
あ
る
。

彼
は
そ
の
後
英
国
内
を
精
力
的
に
旅
行
し
、
異
国
情

緒
を
か
き
た
て
る
光
景
で
は
な
く
、
国
内
に
実
在
す

る
自
然
風
景
や
廃
墟
の
美
し
さ
に
目
を
向
け
た
。
当

時
英
国
で
流
行
し
た
美
学
上
の
概
念
を
冠
し
て
「
ピ

ク
チ
ャ
レ
ス
ク
旅
行
」
と
称
さ
れ
る
こ
の
種
の
旅
行

は
、
ギ
ル
ピ
ン
が
自
ら
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た
一
連
の

旅
行
記
を
刊
行
し
た
こ
と
で
、
18
世
紀
末
を
ピ
ー
ク

に
、
英
国
で
大
流
行
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ギ
ル
ピ
ン
が
最
初
の
旅
行
記
の
対
象
と
し
た
の
は
、

南
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
ワ
イ
渓
谷
（
ワ
イ
川
下
流
地
域
）
で

あ
る
。
こ
の
著
作
は
何
度
も
版
を
重
ね
る
当
時
の
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
彼
の
体
験
し
た
「
ワ
イ
川
下
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ツジの移牧）の地域研究に従事している。主著に『ス

キーと山地集落』（明玄書房）、『熱帯中国-人と自然-』

（共著/古今書院）、『海のくらし』（小峰書店）、『山の
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歴史地理　第三巻）』（共著/朝倉書店）、『雲南の焼畑

-人類生態学的研究-』（翻訳・農林統計協会）など。

橋本俊哉
（はしもと・としや）　観光学部教授

1985年立教大学社会学部観光学科卒業、同大学大
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者の視点からの観光計画論。主要著作『観光回遊
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問い合わせ

2008年度　
立教大学観光研究所　
公開講座（予定）
立教大学観光研究所では、以下の2つの

観光産業の入門的公開講座を実施しています。

学生はもちろん、社会人など広く受講者を受け入れています。

旅行業講座　
「国内旅行業務取扱管理者試験」
「総合旅行業務取扱管理者試験」
のための準備講座

（2008年4月開講７月修了）

「旅行業講座」は、毎年10月に全国で行われる国家試験「総合旅

行業務取扱管理者試験」とそれに先立ち9月に行われる「国内旅

行業務取扱管理者試験」のための準備講座です。旅行業界とそ

の業務に関心を持つ人たちが受講しています。旅行業に必要な

専門的、かつ実際的な知識を一流の講師陣が、実務経験のない

人にもわかりやすく講義します。講義内容では、旅行業法から

海外・国内観光資源、旅行実務などの幅広い内容を扱います。

ホスピタリティ・マネジメント講座
宿泊・外食産業の理論と経営、最新動向を学ぶ　

（2008年９月末開講12月修了）

ホテル・旅館業・外食産業を中心とするサービス産業は、今日

「ホスピタリティ産業」と呼ばれています。「ホスピタリティ・マネ

ジメント講座」では、ホスピタリティ産業の基本理念から、マネ

ジメントの基礎理論、マーケティング、人事、営業企画、法律、最

新の業界動向といった幅広い内容まで、業界の第一線の実務家

を講師に招いて講義を行います。

立教大学観光研究所事務局
（池袋キャンパスミッチェル館）

TEL 03-3985-2577　FAX 03-3985-0279
Email：kanken@grp.rikkyo.ne.jp

詳しい講義内容、受講申し込みについては

http://www.rikkyo.ne.jp/grp/kanken/


